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今

月

の
表

紙

ヨ
ウ
ノ
ト
リ
暮
ら
す
里
山
を

灰
塚
ダ
ム
に
日
本
最
大
級
の
ウ

ェ

ッ
ト
ラ
ン
ド
「知
和
ウ

ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
灰
塚
ダ
ム
周
辺
で

は
、
昨
年
、
一
昨
年
と

コ
ウ
ノ
ト
リ
が

飛
来
し
て
い
ま
す
。

３
月
１７
日
（土
）
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
繁
殖
を
は
じ
め
、
生
き
物
が
住
み
や

す
い
里
山
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
、
一二

次
市
と
国
土
交
通
省
に
よ
り
「ウ

ェ
ル

カ
ム
！
こ
う
の
と
リ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
。
小
学
生
ら
８７
人
が
、
親
子
で
自
然

観
察
や
植
樹
を
楽
し
み
ま
し
た
。

34

―
平
成
１９
年
度
予
算
の
な
か
み
―

今
や
自
治
体
は
選
択
さ
れ
る
時
代
と
い
え
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
み
、
国
や
県
に
指
導
さ
れ
る
自
治
体
か
ら
、
「自
ら
考
え
、
自
ら

施
策
を
展
開
す
る
自
治
体
」
の
時
代
に
大
き
く
変
貌
し
て
い
ま
す
。
ど
の
自
治
体

に
住
ん
で
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
時
代
は
終
わ

っ
た
の
で
す
。

三
次
市
が
選
ば
れ
る
自
治
体
と
な
る
た
め
に
は
、
財
政
基
盤

の
強
化
が
最
も

優
先
す
べ
き
課
題
で
す
ず
」
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
と
綿
密
な
財
政
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
で
、
一二
次
市
は
県
内
で
は
唯

一
、
基

金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
予
算
編
成
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た

金
自
通
会
計
）
。

そ
し
て
こ
こ
に
、
「人
々
か
ら
選
ば
れ
る
自
治
体
」
に
向
け
た
、
将
来
を
見
据
え

た
計
画
的
な
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
「地
域
づ
く
り
」
で
す
。

平
成
１９
年
度
は
、
将
来

の
ご
宮
―
理
想

の
実
現
に

つ
な
が
る
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

Ｄ

20074賦報みまし0



会計総額 386億7,537万6千円

歳 入 の内訳(一般会計予算)

県支出金

25億 599万 円

(6.5%)

譲与税・交付金
14億9,439万円

(3.9%)
分担金及び負担金

7億 550万 円

(1.8%)
国庫支出金

29億 25万 円

(7,5%)

市 債
75億6,610万円

(19`6%)

使用料及び手数料
2億 81210万 円

(0.7%)

その他

10億 2,173万円

(26%)

※自主財源…市が自主的に収入できる財源

※依存財源 …国などに依存している財源

歳 出 の内訳(一般会計予算『性質局明)

側       い
○普通建設事業費

道路、学校、公園などの

公共施設の建設や用地

の取得の費用です。

○物件費

消耗品費、通信運搬費、

光熱水費や委託料など

の費用です。

○補助費

各種団体への補助金、

報償金などの費用です。

①扶助費

生活保護や児童手当、

高齢者医療や乳児医療

の費用です。

維持補修費
6億6,596万円

(1.7%)
扶助費
27億 8,539友テ円

(72%)

補助費等
34億 6,634万 円

(90%)

繰出金

41億 3,276万円

(10.7%)

貸付金
4億91398万円

(13%)

災害復旧事業費
1億7,246万円

(04%) 積立金ほか

2億6,870万円

(0,7%)

物件費
41億 8,839万円

(108%)

人件費

50億 4,845万円

(13.1%)

※万円以下四捨五入

※端数調整などにより総額と一致しない

項目があります。
今
年
度

の
予
算
は
、
一二
次
市
総

合
計
画

「
み
よ
し
百
年
物
語
」
に

基
づ
い
て
、
理
想
の
ま
ち
の
姿
の

実
現
に
向
け
て
、
「新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
≡
二
次
市
実
施
計
画
（ア

ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
や
、
「オ

ア
シ
ス
ニ
次

―
～
人
口
増
加
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
～
」
な
ど

の
事
業

に
重
点
的

に
予
算
配
分

し
ま
し
た
。

特
に
、
障
害
者
福
祉
や
農
業
振

興
施
策
に

つ
い
て
は
、
一二
次
市
独

自
の
事
業
を
盛
り
込
み
、
拡
充
し

ま
し
た
。

「
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト

ヘ
≡
選

択
と
集
中
」
を
柱
に
、
市
民
生
活

に
直
結
す

る
事
業

や
社
会
資
本

の
効
率
的
な
整
備

に
重
点
的
に

配
分
し
た
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

0齢 みよし,20074



」三P茂抱年夏予算のなかみJ

人 口 増 加 に チ ャ レ ン ジ !

オアシス !二次～人口増加推進プロジェクト～

5億7,587万円 ※詳しくは6ページ

福祉のまち宣言 !
市独自の支援事業など 5億8,741万円

※詳 しくは 7ペ ージ

医療を充実!
二次中央病院 産婦人科医。小児科医各 1人含む

7人と看護師26人 の増員・機器整備

6億4,499万円

死気で長生き !
高齢者健康サークル応援事業 50万 円
ヘルスアップ事業 600万 円

ふれあい収集 20万 円

自治活動などを支援!
自治活動支援補助金 1億6,373万円

女性活動サポート補助金 50万円

出会いと感動を!
観光キャンペーン 5,000万円

地域イベントヘの補助 1,724万円

攻める農業!
新規就農者受け入れ・環境保全など

12億 1,644万円

上下水道網を整備 !
上水道・下水道整備 29億 1,241万円

を
に
ら
ん
で
事
業
を
展
開
‐９
年
度
の
事
業
と
予
算

暮ちしを支える施設を整備!
汚泥再生処理場建設 8億3,000万円

斎場建設 7億7,427万円

道路がつなぐ地域づくり!

住
み
や
す
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
、

子
ど
も
た
ち
が
帰

っ
て
く
る
ま
ち
、
〓
一次

へ
。

目
指
す
の
は
、
５
年
、
１０
年
、
そ
し
て
１
０
０
年
後
に
、

選
ば
れ
、
「生
き
残
る
」
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

県道権限移譲・生活道整備 28億 2,721万円

J情
報 化 社 会 の 基 盤 完 備 で 活 力
CATV網 整備 13億8,463万円

スポーツ王国みよしへ !
野球場用地購入・工事 7億9,762万円

総合型スポーツクラブ支援 200万円

*万 円未満四捨五入
*こ こに挙げた事業は一部です。

新規事業66件

総額5億6,070万 円
うち、

●ソフト事業62件

3億7,920万円

●八―ド事業4件

1億8,150万 円

20074i単れ0



●

/→/,勤ちまぅ物 へ

市民の予算提案制度」
今年度も継続するおもちゃフォーラム▲

◎空 き家 バンク《「空き家バンク」創設による、空き家・利用者情報の提供》57万 円

◎自主 防災 資器材支援事業《自主防災組織の防災用資器材購入に対する助成》100万 円

◎子どもをまもるお まわ りさん 《児童生徒の見守ゆ舌動の実施》35万 円

◎振興会体 験観 光 マップ《地域の特色などを生かした体臓 交流観光事業への助成》]団体15万 円

◎三次 'llガキ養成講座《子どもたちの川遊びを通じた学習活動への助成》]団体15万 円

◎幸属,直番組「二次市を印象づける人々」

《「二次を変えていく人々」を題材にした番組の制作と放映による三次市のアピール》58友 秘千円

◎辻村寿 三二RF人形展～寿三郎′S、るさと二次に帰る～《人形展開催に対する助成》200万 円

◎市民グループによる科 学技術 教育の実践～二次科学技術博物館の設置を目指して～

《自然科学・産業技術などの科学技術教育の実践に対する支援》20万 円

◎福祉除 雪事業～除雪サポート隊～《自治組織の福祉除雪事業除雪機導入に対する助成》126万 円

◎′ヽ ソ コン研修教室《市民が地域で取り組むパソコン研修に対する貸出用機器の整備》60万 円

昨年度提案事業のうち継続するもの7件…330万 3千 円

◎二次キ ヤ リア サポートセンター(二次CSC)   ◎ 市内一円に市の花 ・木 の植樹補助事業

◎剛CK UP STARS☆～熱き研ほ戦 者 たち～    ◎ お も ち ゃ フォーラム

◎市営駐 車 場 設置俗 共交通本U用者用)    ◎ 二次お はな しボランティア交流

◎思 い 出 ッリー植栽制度              (ネ ットワーク)事業
～メモリアル・チェリー・ブロッサム・プロジェクト～

0広報みよじ+2007召



」三F成抱年度予算のなからJ

出生率向上プラン…5,182万 円

◎安心出産システム確立

◎不妊治療費助成

◎企業への子育て支援

◎女性キャリアアップ支援

◎児童補装具および児童日常生活

用具利用者支援

◎障害児生活訓練事業利用者支援

など

死亡数低減プラン…4億7,329万 円

◎ヘルスアップ事業

◎みよしトレーニングセンター整備

◎高齢者健康サークル支援

◎高齢者110番 設置

◎元気八ツラツ教室開催

◎高齢者人材バンク整備

◎地域介護・福祉空間整備 など

転入増進プラン(PARTI)・・・980万 円

(企業・起業家支援)

◎企業誘致推進本部立ち上げ

◎インドlT交流推進

◎農業イメージアップ戦略展開

◎新規就農者受入拡大推進

◎小規模農家販路確保 な ど

転入増進プラン(PARTII)…2,537万円

(団塊世代の方への転入支援)

◎宅地購入。新築奨励制度創設

◎お試し
Ⅲ
みよし体験ツアー

Ⅲ

◎空き家活用情報バンク整備

◎居住空間リフレッシュ助成

◎住民自治組織の定住に向けた

取り組み支援 な ど

転出低減プラン………419万 円

◎就職活動サポート

◎ヤングライフ快適事業

◎ジョブカフェMIYOSHI開 催

広報戦略プラン………1,140万 円

◎ みよし応援団システム確立

◎二次市セールスカタ回グ作成

プログラム1自然増減プラスマイナス0計 画

H干 7   日 ]8   日 ]9  H20  H2]

プログラム|1社会増減プラス計画 1/卜12/31

室讐者数督聖 2155_
B     2077    2040

転入者数宮043 ■トー

「オ

ア
シ
ス
ニ
次

！
～
人

口
増
加
推
進
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
～
」
始
動

＝
Ｈ
Ｈ

　

　

二
次
市

の
人
回
は
ピ
ー
ク
時
と
比
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し
て
４
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＊
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近
い
減
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０
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●

″づ/'あ海影物へ

障
害
者

（児
）
福
祉
支
援

新
た
に
、
独
自

で
拡
充

！

今
年
２
月
に

ヨ
ニ
次
市
障
害
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
一二
次
市

独
自

の
、
新
た
な
障
害
者

（児
）
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

０

地
域
生
活
を
応
援

地
域
生
活
支
援
事
業
（移
動
支
援
・

日
中

一
時
支
援
）
の
利
用
者
負
担

額
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

０

福
祉

タ
ク
シ
ー
対
象
増

新
た
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
と
２
級
の
手
帳
所
持
者

の
方
を
利
用
対
象
者
に
加
え
ま
す
。

０

日
常
生
活
用
具
の
充
実

霞
重
度
心
身
障
害
者
へ
の
紙
お
む

つ
購
入
費
助
成

在
宅
で
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
重
度
の
心
身
障
害
の
方

を
対
象
に
、
紙
お
む
つ
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
ス
ト
マ
用
装
具
等
給
付
費
負
担

額
の
軽
減

直
腸
ま
た
は
勝
脱
機
能
障
害
の

あ
る
方
の
ス
ト
マ
用
装
具
等
給

付
費
の
負
担
額
を
軽
減
し
ま
す
。

０

就
労
支
援

就
労
支
援
な
ど
を
行
う
事
業

所

の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら

れ
な
い
通
所
者

の
方
を
対
象
に
、

通
所
に
か
か
る
交
通
費
自
己
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

０

保
護
者
へ
の
支
援

●
障
害
児
通
園
施
設

の
利
用
者

へ
の
助
成

就
学
前

の
発
達
に
遅
れ

の
あ

る
児
童
が
施
設
に
通
園
し
、
訓
練

や
療
育
指
導
を
受
け
る
費
用
に

つ
い
て
、
「
三
次
市
保
育
料
徴
収

基
準
」
と
の
差
額
と
通
所
に
か
か

る
交
通
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
入
所
施
設
利
用
児
童

へ
の
支
援

重
度
障
害
児

の
施
設
入
所
に

か
か
る
利
用
者
負
担
額

の
２
分

の
１
ま
で
を
助
成
し
ま
す
。

●
児
童
補
装
具
・児
童
日
常
生
活

用
具
の
利
用
者

へ
の
助
成

補
装
具
や
日
常
生
活
用
具

の

給
付
に
か
か
る
利
用
者
負
担
額

の
２
分
の
１
を
軽
減
し
ま
す
。

●
紙
お
む
つ
購
入
費
助
成

在
宅

で
紙
お
む

つ
を
使
用
し

て
い
る
心
身
障
害
児
を
対
象
に
、

紙
お
む

つ
購
入
費

の

一
部
を
助

成
し
ま
す
。

鶴
生
活
訓
練
事
業
利
用
者
負
担

の
軽
減
夏
休

み
な
ど
長
期
休
暇
中

の

障
害
児
の
見
守
り
や
、
日
常
生
活

訓
練
な
ど

の
利
用
者
負
担
額
を

軽
減
し
ま
す
。

Ｇ
住
宅
改
修
な
ど
の
補
助

介
護
者

の
負
担
軽
減

や
障
害

児

の
安
全
確
保

の
た
め
に
必
要

な
住
宅
の
設
備

・改
修
や
新
築

の

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

）

誰

も
が

安

心

し

て
暮

ら

せ

る
ま

ち

ヘ

■全会計予算
会計名 平成18年度 平成19年度 対前年度比

―
肢 会 計 371億円 386億 7.537万 6千円 42%

特 局」 会 計 258億 4264万 2千円 265億 6,354万 9千円 280/0

60億 71666万 ]=千円 73億 3,002万 7f円 206%

3億 3.56]万 8千円 3億4,650万 5千円 32%

老人保健特別会計 9]億 81307万 9T円 9]億 51624万6千円 ▲03%

介護保険特別会計 5妹ま3,597万 円 55億 4,345万 8千円 59%

分収造林特別会計 ]億5,奄砲万3千円 ]億5,65]万 円 ]1%

土 地 取 得 特 別 会 計 ]71万3千円 ]56万 3千円 ▲88%

工業団地等事業特別会計 21183万4千円 ]1889万6千円 ▲ ]35%

グム対 策 特 別 会 計 5億5,483万4千円 廃止(一般会計に編入)

下水道事業特別会計 2]億 8.592万 1T円 22億 ]48万 3千円 07%

農業集落排水事業特別会計 9億5,197万3千円 6億81349万 5千円 ▲ 282%

水道事業特別会 ]]億41027万6千円 ]]億21536万6千円 ▲ ]3%

/ A N営企 業 会 計 ]06億 3,148万 円 104億 7,017万円 ▲ 15%

病院事業会計
収益的支出 73億 71602万7千円 75億 1,908万6千円 19%

資本的支出 13億 382万 9千円 10億3,477万8千円 ▲ 206%

水道事業会計
収益的支出 8億8,336万7千円 8億9,862万 2千円 17%

資本的支出 10億 61825万 7T円 10億11768万4千円 ▲47%

計ロ 735億 7412万 2千円 757億 909万 5千円 29%

*二 次市障害福祉計画は

ホームページ(「市の業務と

政策」内)に掲載中

http://www.City=rniyoshi.

hiroshirna.jp

年齢や所得などにより対象

とならない場合があります。

詳しくは下記へお尋ねくだ

さい。

●手続き。問い合わせ先

福祉事務所まごころ福祉室

8(0824)62-6146

囲 (0824)62-6285

図fukushi@citylmiyoshthroshimalp

三次市障害者支援センター

8(0824)65-1131

囲(0824)65-1132

図Suppo代@plⅢpbnet.nejp

障害児を持つ保護者への支援

子育て支援局

すくすく育児支援室

8(0824)62-6148

囲(0824)62-6300

図kuJ@CiW,mけOShittrOttmaJp

●翻みよしⅢ20074



下の表に見られるように、三次市は広島県内のどこの市よりも人件費を含む

義務的経費の削減を行い、基金を1円も取り崩すことなく予算を組んでいます。

●平成17年度の人件費削減率は全国 1位 !

平成15～ 19年度の職員削減数 146人 (△173%)
一般財源の効果額 10億 351万 円

0合 併時の効果 ・特別職、議員などの削減 5億 3,584万 円
。その他(施設の一体的管理など)5億 534万 円

0そ の他(指定管理者制度を含む民間委託の導入など)2億 4,095万 円

結果として、地方交付税の削減にも対応し、さらに一般財源がきちんと確保さ
れ、合併時の「新市まちづくり計画」に沿った事業を行うことができます。

●県内各市の平成19年度予算～基金繰入 ・義務的経費の状況～

合
併
・行
財
政
改
革
で
Ｆ
天
手
益
側
」
は
完
了
！

現
在
も
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
予
占
四
泊
磨
かに
取
り
組
ん
で
い
ま
す

夕
張
市
の
破
綻
を
受
け
、
全
国
ど
こ
の
自

治
体
で
も
「財
政
」
に
つ
い
て
の
見
直
し
や
市

民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

二
次
市
で
は
「夕
張
シ
ョ
ッ
ク
」
以
前
か
ら
、

行
政
改
革
を
徹
底
的
に
行
い
な
が
ら
、
財
政

改
革
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

(単位 :千円 ・%

市 名
一般会計 前年度比

基金繰入の状況 義務的経費の害」合

1内、人件費財政調整基金 減債基金 その他 合 計

広 島  市 524,233,022 △ 2.6 1,300,000 17,007,417 2,681 18,310,098 491 174

旦
（

市 103,945,000 △ 1`4 1,550,000 500,000 711,900 2,761,900 511 22.8

竹 原  市 10,802,035 09 246,388 6,365 269,412 5221165 489 217

三 原  市 44,962,000 △ 3.8 698,000 6001000 7791829 2,077,829 514 212

尾 道  市 55,4781000 02 9601775 300,000 71,193 1,331,968 5312 232

福 山  市 155,8481000 3.5 2,500,000 481,120 3,166,496 6,147,616 515 225

府 中  市 21,225,000 46 625,768 601000 501000 7351768 411 177

庄 原  市 28,530,000 △ 5`7 270,000 0 338,381 608,381 481 179

大 竹  市 11,770,193 38 350,000 270,000 355,419 975,419 518 241

東 広 島 市 65,226,000 33 1,784,371 11000,000 388,612 3,172,983 482 207

廿 日 市 市 39,560,00Q △ 41 116001000 0 932,370 2,532,370 5019 234

安芸高国市 19,9701000 △ 3.8 350,000 10,000 146,400 5061400 516 208

江 田 島 市 151743,000 51 64,000 486,000 5861164 1:136,164 494 24.2



年  度 H16 H17 H18 H19 H20 H21

3か 年度平均 20,1 19. 4 18.6 18. 1 17.7

単年度 20.1 19.2 18. 9 17.7 17.7 17.6

○実質公債費比率

実質公債費比率とは、「収入のうち、どのくらいの割合を借金返済にあてているか」

を表すもので、低いほど「財政状態が健全」なことを意味します。(18%以下が「安全

圏」とされています)
(単位 !°/ o )

○経常収支比率 平 成15年度99.3%→ 平成19年度見込み94.1%

経常収支比率とは、収入のうち人件費や公債費など義務的な費用に使う
一般財

源の割合を表し、この比率が高くなるほど公共施設の整備などに使える一般財源

が少なくなります。

○地方債残高の状況【普通会計】 (単位 !百万円)

○基金残高の状況 (単位 i百万円)

）

自
治
体
の
財
政
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
み
合

っ
て
い
て
、

一
つ
の
指
標
で
比
較

・判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
一二
次

市
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
指
標
が
、
大
幅
に
好
転
し
て
い
ま
す
。

「借
金
の
割
合
」
と
さ
れ
る
実
質
公
債
費
比
率
は
、
３
か
年
度

平
均
で
表
さ
れ
ま
す
が
、
単
年
度
を
み
る
と
、
一二
次
市
は
１９
年

度
に
「安
全
国
」
の
１８
％
以
下
に
な
り
ま
す
。

一般財源…使い道の特定されていない、市が自由に使うことので

きる財源(市税や地方交付税など)。国や県からの補助金、地方債

などは、使い道が特定される「特定財源」です。

有利な財源…国や県の補助金や地方交付税措置(返すときにその
一部を国が負担)のある地方債。償還金の70%を 国が負担する過

疎対策事業債や、合併特夕」事業債が代表的。

事業を行うときには、過疎対策事業債や合併特例事業債といった
「有利な財源」を使います。このため、一時的には地方債の総額は

増額しますが、市の実質的負担は減少しています。また、合併時と

比べ、貯金(基金)を55億 円増額しています。

さらに、土地開発公社の

保有地の売却や、債権確

保(滞納整理)の取り組

みを強化しています。

○土地開発公社の保有地

平成15年度末
⇒平成18年度末(見込み)

○債権確保の状況(未納額)

平成15年度末
⇒平成18年度末(見込み)

45億9,728万円

30億6,360万円《15億3,368万円の減(▲33.4%)》

18億9,109万円

15億7,108万円《3億2,001万円の減 (A16.9%)》

年  度 H16 H19 レヒ乾交 H23 H26 H32

残 高 58,673 62,724 4,051 56,993 50,606 38,203

交付税措置額 33,576 38,931 5,355 34,983 29,974 20‐897

実質的な残高 25,097 23,793 Al,304 22,010 20,632 17,306

※実質的な残高=三 次市が独自の
本般財源で負担する額

H 1 5末 H19末 レヒ 宅交
並
日 通  会  計 4,108 9,672 5‐564

〔参考〕

1,218

5,858

722

6,947

▲ 496

1,089

0翻 みよじ20074



○二次市の主な第3セ クターの状況(平成17年度)

会 社 名 17年度の状況 経常損益

(株)広島二次ワイナリー
年間入場者数

380,52tX
1,285万 4千 円(黒字)

(株)君田トエンティワン

(君田温泉  森 の泉)

年間入湯者数

160,011メ、
852万 9千 円(黒字)

(株)布野特産センター

(ゆめラン ド布野)

利用客数

399,000メ、
96万 1千 円(黒字)

(株)吉舎食品
売上高

465,792二F円
1,582万 円(黒字)

(株)二次ケーブルビジョン
契約数
7,007イ牛

開局の18年度は

収支黒字見込み

ほとんどの第3セクターや、病院事業(二次中央病院)が黒字であることも、夕張市の状況
とは大きく違う点です。

①合併以降に建設された施設の状況(平成18年度)

維持管理費に対する市の持ち出しは0円
これらの施設は、指定管理者によって、利用料収入による独立採算で運営されており、市から維持管理費の補
てんをおこなっていません。

総
務
省
も
示
し
て
い
ま
す
が
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
（病
院
・水
道

事
業
）
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し
や
、
第
３
セ
ク
タ
ー

ヘ
の
補

て
ん
、
施
設
の
維
持
管
理
費
の
取
り
扱
い
が
今
後
重
要
で
す
。

「
‐
‐
‐
‐
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐
，
，
‐
‐
，
，
，
ｉ
‥
‐
ｔ
中Ｊ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

中　　　　　　・　　　・　　　・　　　　　　　　　　　・　　　・　　　　　　　　　　　　　　　・　　　，　　　　　　　　　　　　　　・・　　・・　　・・　　　，　　　　　　　　　　　　　　　・　　　・　　　・　　　〓　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　ｔ　　　ｔ　　　　　　　　　　　ｉ　　　〓　　　　　　　　　　　〓　　　〓　　　〓　　　・　　　・　　　　　　　　　　　〓　　　・　　　，　　　・　　　・　　・・　　・・　　・・　　・・　　　・　　　　　　　　　　　ｔ　　　ｔ　　　　　　　　　　一一

「新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
も
す
べ
て
の
事
業
に
着
手
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
新
庁
舎

（市
役
所
）
建
設
は
、
平
成
１６
年

度
か
ら
着
手
予
定
で
あ

っ
た
も
の
を
凍
結
し
、
他
の
事
業
を
優

先
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
期
限
で
あ
る
平
成
２‐
年
度
、
ハ
ロ

併
特
例
債
の
期
限
で
あ
る
平
成
２６
年
度
を
に
ら
み
な
が
ら
、
計

画
的
な
事
業
と
地
方
債
償
還
計
画
を
立
て
な
が
ら
、
自
治
体
経

営
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

財
政
改
革
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
絶
え
ず
見
直
し
を
行
う
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
積

極
的
に
施
策
や
財
政
状
況
を
公
表
し
、
情
報
を
開
示
し
、
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

）

施 設 名
入館者・木U用者
(3月末現在)

指定管理料 指定管理者

奥田元宋・小由女美術館 252,394人
10,000千円

(教育的事業分)

(財)奥田元宋・小由女美術館
※8,000万円超の黒字見込み

はらみちを美術館 42,106ノ 、 無 し (株)君日 トエンティワン

みよしドーム

(テニスコー ト)
22,036ノ ( 無 し 美津濃(株)

20074書広報みよしO



算
審
議
で

ン
ン

ン
ヽ
諸

平
成
１９
年
度
の
二
次
市

一
般
会
計
予
算
案
が
、
３
月
２０
日
の
市

議
会
本
会
議
で
修
正
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
長
は
再
議
（
＊
）

の
請
求
を
議
会
に
行
い
ま
し
た
。
３
月
２９
日
の
臨
時
議
会
で
は
、
２０

日
の
本
会
議
で
修
正
議
決
さ
れ
た
予
算
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

再
度
提
出
の
あ

っ
た
修
正
案
が
可
決
さ
れ
、
新
年
度
予
算
が
成
立

し
ま
し
た
。

＊
再
議
と
は

議
会
に
お
け
る
条
例
ま
た
は
予
算
な
ど
に
関
す
る
議
決
に
つ
い

て
異
議
が
あ
る
と
き
、
市
長
は
議
決
の
送
付
を
受
け
た
日
か
ら
‐０

日
以
内
に
議
会
に
対
し
、
理
由
を
示
し
て
再
度
審
議
す
る
こ
と
を

請
求
で
き
ま
す
。
一
般
再
議
の
場
合
、
修
正
案
の
再
可
決
に
は
、
主成

会
の
出
席
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
が
必
要
で
す
。

（地
方
自
治
法
第
１
７
６
条
第
１
項
及
び
第
３
項
〓

般
再
議
じ

事
業
凍
結

の
議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
凍
結

を
す
れ
ば
、
補
助
金

・地
方
債

の
返
還
や
造
成
済

み
の
土
地

の
管
理
な
ど

の
た
め
、
新
た
に
約
３

億
円
の

一
般
財
源

（市

の
持
ち
出
し
）
が
事
業
を

継
続
し
た
場
合
よ
り
増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

そ
う
な

っ
た
場
合
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
が
大

き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
二
次
市
営
球
場
は
、
老
朽
化
が

著
し
く
、
芝
生
の
痛
み
や
、
照
明
施
設
が
無
い
こ

と
で
、
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

（夏
の
甲
子

園
）
の
予
選
開
催
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

野
球
場

○
建
設
の
経
緯

野
球
場

（み
よ
し
運
動
公
園
）
用
地
は
、
昭
和
騎
年
、
当
時

の
平
川

市
長
時
代
に
、
県
立
大
学
誘
致
の
た
め
の
候
補
地
と
し
て
、
旧
双
三

郡
各
町
村
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
一二
次
市
土
地
開
発
公
社
で
先
行

取
得
さ
れ
た
も
の
で
す
。

県
立
大
学
が
庄
原
市
に
決
定
し
、
利
用
計
画
が
宙
に
浮

い
た
用

地
を
、
昭
和
６２
年
、
当
時

の
福
岡
市
長
が

「
み
よ
し
運
動
公
園
整
備

事
業
」
と
し
て
事
業
着
手
し
、
△
７
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

野
球
場
建
設
は
、
昭
和
６２
年
か
ら
の
計
画
に
含
ま
れ
て
お
り
、
陸

上
競
技
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

の
整
備
を
終
え
、
残

る
事
業
は

野
球
場
が
主
な
も
の
で
す
。

野
球
場
建
設
に

つ
い
て
は
、
△
日
併
協
議
に
よ
る
「新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
中
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
旧
二
次
市
分
の
事
業
と
し
て

の
調
整
が
済
ん
で
い
ま
し
た
。

○事業を継続した場合の一般財源

用地を含めた地方債を返すために必要な実質の負担額 5億 866万 円

指定管理料(5,000千 円/年) 5,500万 円

△
口 計 5億 6,366万 円

●事業を凍結した場合の一般財源

国庫補助金の返還予定額 2億 4150万 円

地方債 の返還予定額 5億  950万 円

造成地の維持管理経費(5,148千円/年)

合    計

3,406万 円

7,207万 円

5,713万 円8億 5,713万 円

造成地の安全対策

*み よし運動公園整備事業の地方債の償還が完了する平成32年 度までで試算しています。

●瀬みゑⅢ20074



斎
場

市
内
８
か
所
の
斎
場
の
う
ち
、

築
２５
年
程
度
が
経
過
し
て
い
る

６
施
設
は
正
常
な
稼
動
が
保
証

で
き
な
い
状
況
で
す
。

早
急
に
老
朽
化
し
た
６
か
所

の
施
設
を
１
か
所

に
ま
と
め
、

整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

地
権
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
に

も
現
状
を
知

っ
て
い
た
だ

き
、

ご
理
解

い
た
だ
け

る
よ
う
、
誠

心
誠
意
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

※
火
葬
炉
の
耐
用
年
数
…
１６
年

市
民
ホ
ー
ル

市
民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
△
口
併
協
議
に
お
い
て
、
新
市
に
必
要
な
施
設
と

し
て
、
一二
次
市
全
体
事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
三

次
市
文
化
会
館

の
調
査
な
ど
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
老
朽
化
の
た
め
、
一
般
財
源

に
よ
る
大
規
模
改
修
５
億
９
１
５
０
万
円
、
耐
震
改
修
１０
億
６
６
８
０
万
円
、

修
繕
な
ど
が
年
３
０
４
万
円
必
要
、
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
１８
年
度
で
調
査
・基
本
計
画
策
定
を
行
い
、
平
成
附
年
度

か
ら
２０
年
度
に
か
け
て
、
基
本
設
計
・実
施
設
計
を
行
う
予
定
で
す
。

祉
施
設
の
整
備
や
学
校
改
築
！

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
事
業
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す

合
併
後
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
福
祉
や
教
育
の
施
設

整
備
で
す
。

学
校
耐
震
化
事
業

平
成
１６
年
度
　
　
　
調
査

‐７
年
度
　
　
　
士
丞
口
小
学
校

甲
奴
中
学
校

‐８
～
‐９
年
度
　
塩
町
中
学
校

今
後
、
耐
震
診
断
に
基
づ
き
、
順
次
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

*布 野グループホームは、指定管理者負担金として、市へ年180万円納入しています。

合併前、布野村・三良坂町には介護保険施設がありませんでしたが、これで旧市町

村すべてに整備されることになります。

○斎場の状況(8か 所の状況)

施 コ誤 名 竣工年 (築年数)

士 全
□

斎 場 日召和50年 (31年二)

作 木 斎 場 大 乗 苑 日召和52年 (29年二)

次 斎 場 日召和53年 (28年二)

布 軍予 斎 場 日召和56年 (25 三々)
〓
↑ 斎 場 日召和56年 (25年二)

良 坂 斎 場 日召本日57年 (24年 )

君 田 斎 場 や す ら ぎ 苑 平成 10年 (8年 )

甲 奴 斎 場 紅 梅 苑 平成 14年 (4年 )

○合併以降に建設された(される)福祉施設

施 コ訳 名 規模 竣 工  年 管理運営方法
維持管理費の

市の負担

布野グルー プホーム 18人 平成17年 指定管理者制度 なし(*)

吉 舎 ケ ア ハ ウ ス 30床 平成17年 民営 な し

特別養護老人ホームの増床 30床 平成18年～ 民営 な し

三 良 坂 福 祉 施 設 18人 平成19年(予定) 指定管理者制度(予定) な し

20074二等まとの



自

治
体
の
財
政
の
仕
組
み
は
、
家
庭

と
は
異
な
り
ま
す
。
特
定

の
事
業

ヘ

の
補
助
金
や
地
方
債
な
ど
は
他
の
事

業
に
ま
わ
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
野
球
場
建
設
を
や
め
て
、
そ

の
補
助
金
や
地
方
債
を
下
水
道
や
福

祉

の
事
業
に
あ
て
る
、
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま

す
。

し

ま
地
方
は
、
そ
う
い
っ
た
仕
組
み

を
変
え
る
た
め
に
、
国
に
対
し
て
、
権

限
と
財
源
を
移
譲
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
ま
す
。

ま

た
、
基
金
を
使

っ
て
事
業
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
市

の

一
般
財
源
を

使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
財
源
に
し
わ
寄
せ
が
く
る
と
、

子
育

て
や
福
祉
な
ど
、
市
が
独
自
に

お
こ
な

っ
て
い
る
、
生
活
に
関
わ
る
（補

助
金
や
地
方
債
が
あ
て
ら
れ
な

い
）

事
業
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

い

ず
れ
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「必

要
な
」
事
業
を
、
な
る
べ
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
負
担
が
少
な
い
「有
利
な
財
源
」

を
使
う
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
計
画
を

立
て
て
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

voice of mayor
三次市長 吉岡広小路

よじおか  ひ るこうじ

●市長室専用
a(0824)62-6100

1FAX(0824)65-2111

□hirokoji@ctty.mけoshihirOshimajp

10年 ・20年 先の

財政を考える

）

平
成

１９
年
度

の
予
算

が
再
議

を
経
て
難
産

の
末
に
成
立
し
た
。

自
信

の
あ

っ
た
予
算
案

で
あ

っ

た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
担
当

の
職
員
が
何
年
も
前
か
ら
国
・
県

な
ど
関
係
機
関
と
の
交
渉
を
重
ね
、

積

み
上
げ

て
き
た

こ
と
だ
け
に

素
直
に
嬉
し
い
。

「夕
張
市

シ
ョ
ッ
ク
」
以
来
、
す

べ
て
の
自
治
体
が

マ
ス
コ
ミ
な

ど

の
報
道
を
気
に
し
な
が
ら
、
萎

縮
し
た
自
治
体
経
営

を
行

っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
の
体

て
な
ど
、
ソ
フ
ト
な
事
業
や
市
民

生
活
に
悪
影
響

を
及
ぼ

す

こ
と

に
な
る
。
ハ
コ
物
が
悪
い
の
で
は

な
く

ム．
弁

な

ハ
コ
物
が
悪

い
の

で
あ
る
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

や
関
係
者
が
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

そ

の
う
え
維
持
管

理
も
必
要
な

か

っ
た
り
少
額
で
あ
る
な
ら
、
そ

れ
は
必
要
な

モ
ノ
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

旧
二
次
市
か
ら

の
市
長
と
し

て
丸

６
年
に
な
る
。
ア」
の
間
、
最

初

か
ら
計

画
し
実
際

に
建
設

で

き
た
も

の
は

「奥

田
元
宋

・
小
由

女
美
術
館
」
で
あ

る
。
野
球
場
が

順
調
に
推
移
し
て
も
完
成
は
２

年
後
に
な
る
。

１０
年
後
、
２０
年
後
も
見
据
え
な

が
ら
計
画
的

に
事
業

を
行

っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

近
隣

の
複
数

の
自
治
体

で
は

庁
舎
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

三
次
市
も
合
併

の
建
設
計
画
に

平
成

１６
年
度

か
ら
行
う
計
画
が

あ

っ
た
が
完
全
凍
結
し
た
。
優
先

順
位
が
低

い
事
業

で
あ

る
と
同

時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔

が
浮
か
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。

必
ず
財
政
基
盤

の
強
化
を
し
、

立
派
な
自
治
体
経
営
を
行
う

こ

と
を
誓
う
中

で
の
新
年
度

の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。

質
を
反
省
し
、

き

ち

ん

と
財

政

健

全

化

に

向

け

た

取

り

組

み

を
行

う

こ
と

は
必

然

の
主義
務
で
あ
亀

一
方

必

要

な
事

業

も

計

画
的

に
整

備

し

て

い
か

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斎
場
や
野
球

場

を
将
来

に
わ
た

っ
て
整
備
し

な
く
て
も
よ
い
の
か
。
否
で
あ
る
。

い

つ
か
は
必
ず
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
な
ら
、
少
し
で

も

一
般
財
源

の
持
ち
出
し

の
少

な
い
と
き
を
選
択
し
、
計
画
的
に

整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
あ

と
に
回
す
と

一
般
財
源

の
持
ち

出
し
が
多
額
と
な
り
、
結
果
と
し

て
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
や
子
育

さらに詳しい財政状況や予算の内容などは、二次市ホームページでご覧いただけます。

httpプ/WWWtrniyoshi=hiroshirYna.jp/(「市の業務と政策」の「予算と決算Jコーナーから)

●問い合わせ先

財務部財政室

8(0824)62-6119 FAX(0824)62-6235 E zaisei@city.rrliyoshi hiroshirna jp

●線みよじ20074



は
じ
ま
り

ま
す

―

口
ヽ
ガ
▼

ブ
リ
ッ
ク

・
コ
メ

ン
ト

「パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」
と
は
、
市
が
基
本
的

な
施
策
な
ど
を
策
定
す
る
際
に
、
施
策
な
ど
の
趣
旨
、

目
的
、
内
容
な
ど
を
広
く
公
表
し
、
市
民
か
ら
意
見

の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
提
出
さ
れ

た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
す
る

一
連
の

手
続
き
を
「パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
と
い
い

ま
す
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
Ｈ
意
見
公
募
、

意
見
提
出

対
象
と
な
る
の
は
、
市

の
重
要
な
計
画
を
策
定
す

る
場
合
や
、
市

の
基
本
的
な
制
度
を
定
め
る
条
例
、

市
民
生
活
に
深
く
関
わ
り

の
あ
る
条
例
を
制
定
す

る
場
合
な
ど
で
す
。
ま
た
、
ツ」
れ
ら
を
改
正
、
廃
止
す

る
場
合
も
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
や
他

の
法
令
で
パ

ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
と
同
様
な
手
続
き
が
定
め
ら

れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

の
実
施
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、
実
施
案
件
や
関
係
資
料

は
、
市
役
所
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
配
布

・
閲
覧

し
ま
す
意
見
の
提
出
は
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ア
ッ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
書
面

で
行

い
ま
す
。
主息
見

の
受
付
期
間
は
、
２０
日
以
上
で

す
。

）

制
度

の
詳

し

い
内
容

は
、
〓
一次
市

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

を
ご

覧

く
だ

さ

い
。

●

問

い
合

わ
せ
先

市

長

公
室

秘
書

広
報

担
当

ａ

（
０
８
２

４
）
６
２
１
６
３
９

６

□

（
０
８
２

４
）
６
２
１
６
２
２
３

図

〓
の
く
ｏ
⑥
ｏ
一ゼ
・ヨ
一く
〇
の
耳

Ｊ
「３

の
〓
ョ
ф
・３

）
パブリック・コメント手続制度実施フ回一図

素案に対する意見の募集

提出された意見の考慮、意思決定

20074簿広報みよし0

議案提出、議会報告



次
市
の
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

「Ｔ
ｈ
ｅ
行
政
チ
ェ
ッ
ク
」

三
次
市
で
は
、
平
成
１６
年
度
か

ら
市
役
所

の
業
務
に

つ
い
て
仕

事

の
有
効
性

や
必
要
性
な
ど

の

視
点
か
ら
点
検

・
評
価
を
行

い
、

市
民

の
満
足
度
を
向
上
す

る
た

め
に
行
政
評
価
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
は
、
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
の
全
体
的
な
見
直
し
。改

善
を
行
い
、
８
６
５
件
の
事
務
事

業
に
つ
い
て
、
仕
事

の
成
果
を
テ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
の
評
価
結
果

平
成
１８
年
度
に
実
施
し
た
行

政
チ

ェ
ッ
ク
の
主
な
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

２
次
評
価
の
結
果

（内
部
評
価
）

●
事
業
拡
大
　
３２
件

（８
．
８
％
）

●
事
業
縮
小
　
５６
件

（‐５
．
３
％
）

●
要
改
善
　
　
２６２
件
（欄
％
）

●
終
了
　
　
　
１４
件
（３
．
８
％
）

●
廃
止
　
　
　
１
件
（硝
％
）

行
政
チ
ェ
ツ
ク
市
民
会
議

に
よ
る
評
価
（外
部
評
価
）

２
次
評
価
結
果
の
中
か
ら
次

の
１０
件
を
行
政
チ

ェ
ッ
ク
市
民

会
議
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
２

月
１３
日
（火
）
に
市
長

へ
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。

【評
価
の
要
旨
】

①
延
長
保
育
推
進
事
業

利
用
者
が
少
な
い
た
め
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
、
制
度

の
内
容
改

善
が
必
要
で
あ
る
。

②
の
び
の
び
学
級
二
次
プ
ラ
ン

推
進
事
業

少
人
数
学
級
編
成
を
効
果
的

に
活
用
し
た
指
導
方
法
な
ど
を

工
夫
し
、
改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

③
介
護
認
定
調
査
業
務

申
請
か
ら
聞
取
調
査
・事
務
処

理
に
長
期
間
を
要
し
て
い
る
の
で
、

さ
ら
な
る
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

④

ま
ち
づ

く
リ
サ
ポ

ー
ト
セ

ン

タ
ー
運
営
業
務

今
後
は
企

画
の
立
案
や
情
報

提
供
に
力
点
を
置
き
、
地
域
リ
ー

ダ

ー
を
含

め
た
専
門
家

の
育
成

や
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど

の
取
組

が
必
要
で
あ
る
。

⑤
大
型
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
事

業こ
れ
か
ら
の
三
次

の
観
光
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す

こ
と
と

滞
在
型
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

⑥
地
産
地
消
の
推
進

農
家
自
体
が
力
を

つ
け
、
さ
ら

に
農
業
に
魅
力
を
持

つ
よ
う
な

指
導

・育
成
や
学
校
給
食
で
の
消

費
率

の
拡
大
お
よ
び
消
費
額
を

指
標

に
す

る
な
ど

の
改
善

が
必

要
で
あ
る
。

⑦
消
防
・防
災
関
係
業
務

急
傾
斜
地
に
お
け
る
危
険
箇

所

の
早
期
指
定
や
、
各
支
所
だ
け

で
は
対
応

で
き
な

い
場
合

の
準

備
も
必
要
で
あ
る
。

③
生
活
交
通
確
保
対
策
事
業

自
家

用
車
を
使

用
し
な

い
日

を
定
め
る
な
ど
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
促
進
を
行
う
と
と
も
に

コ
ス
ト
や
内
容

に

つ
い
て
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
。

③
財
政
計
画
策
定

財
政
を
健
全
化
す

る
た
め
に

計
画
を
策
定
し
、
内
容
は
市
民
に

わ
か
り
や
す

い
内
容

で
公
表
す

る
必
要
が
あ
る
。

⑩

二
次
市
債
権
確
保
対
策
事
業

債
権
を
回
収
す

る

コ
ス
ト
を

低
減
し
、
滞
納
者

へ
の
周
知
徹
底

や
必
要
な
場
合
に
は
法
的
措
置

も
し

っ
か
り
行
う
べ
き
で
あ
る
。

行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
は
課
題

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
自
ら
の
仕

事
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
チ

ェ
ッ
ク
さ

れ
、
公
開
す
る
こ
と
で
仕
事

の
質

を
高
め
、
市
民
の
満
足
度
を
向
上

す
る
た
め
に
、
常
に
進
化
す
る
取

り
組
み
と
し
て
い
き
ま
す
。

第2回行政チェック市民会議(1月 26日 )

●行政評価の詳しい情報はホームページにも掲載しています。

三次市ホームページのアドレス httpブ/www City.rniyoshi hiroshirna jp/

●問い合わせ先

総務企画部企画調整担当企画調整グループ

8(0824)62-6]15E図 (0824)62-6137 区 kikaku@city.rniyoshi hiroshirYna.jp

0盛 みよじ20074



インフオメーション

主な業務  |  ______翌 距 からの担当部署

十           ~~       i

争言雪蒼進【押封垂目雪堅 i輩総丹『告母得岳訴r吾i;‰
(担当部署を廃止したもの)

曝=詰範‐脇 ン闘ンン瀞
ギP土_|ン を鰭戦T毛鍔磐兆端ツm)吐
露響暫曾琶
援に
暑』母骨精暑景品二陽二見

全篠景品鬼馬ヱ濡益格品託缶&偽 |
巳グループに引き継ぐ 亘 bunkacciいmi、oShi.hiroshima jp

●問い合わせ先

総務企画部企画調整担当 企 画調整グループ
a(0824)62-6]1 5 FAX(0824)62-6137

」kikaku④city rniyoshi hiroshirna jp
畿組織・機構の詳しい情報はホームページにも掲載しています。
三次市ホームページアドレスhttp7/www.Cky miyoshishiroshimajp/

●
提
出
・問
い
合
わ
せ
先

自
治
振
興
部
文
化
振
興
室

な
（０
８
２
４
）
６
４
１
０
０
９
２

回
（０
８
２
４
）
６
４
１
０
０
９
６

□

σ
Ｅ
Ｄ
天
Ｄ
⑥
ｏ
【汁
￥
ヨ
一く
〇
∽
Ｊ
チ

一ヽ
Ｏ
の
三
ヨ
ω
〓」．０

〒
７
２
８
１
０
０

１
１

二
次
市
十

日
市

西
六

丁
目

１０
番

４５
号

（み
よ
し
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー
内
）

「
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
振
興
事
業
検
討
委
員
会
」
委
員
募
集

2007‐産謡みまし●

４
月
か
ら
、
市
役
所
の
組
織
・所
管
事
務
の

部
が
変
わ
り
ま
し
た
！

市
民
の
皆
さ
ん
の
エ
ー
ズ
と
政

策
課
題
に

一
層
迅
速
で
的
確
に
対

応

で
き
る
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な

フ
ッ
ト

ワ
ー
ク

の
良

い
組
織

・機

構
を
め
ざ
し
、
市
役
所

の
組
織

・所

管
事
務
の

一
部
を
見
直
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
自
治
法

の

一
部
改

正
に
基
づ
き
、
収
入
役
に
代
わ
る

会
計
責
任
者

で
あ
る

パ
〓
計
管
理

者
」
に
会
計
室
長
を
あ
て
ま
し
た
。

三
次
市
で
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
・文
化

の
活
動

と
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
・文
化
の
創
造
と
振
興
を
図
る
事
業
を
行
う
た
め
、

「
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
振
興
事
業
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
す
。

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

襲
募
集
委
員
数

若
干
名

（応
募
多
数

の
場
合
は
、
配座
考
委
員
会
に

て
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

餞
応
募
資
格

高
校
生
以
上

の
市
民
で
、
ス
ポ
ー

ツ
。
文
化
に
関

心
が
あ
り
、
検
討
委
員
会
に
出
席
で
き
る
人

＄
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
次

の
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
　
②
住
所
　
③
年
齢
　
④
職
業

⑤
連
絡
先
電
話
番
号
　
⑥
応
募
の
動
機
な
ど

０
応
募
用
紙

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は

市
役
所

。
み
よ
し
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー

・各
支
所

備
え
付
け
の
も
の
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
提
出
方
法

持
参
・郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

餞
応
募
締
め
切
り
　
５
月
１
日
（火
）
ま
で

）

〔担当部署を新設するもの)



平
成
１９
年
度

農
作
業
労
賃
な
ど
の
標
準
額
が
決
定

インフォメーション

※各作業料金は消費税込みの金額です。

●問い合わせ先

農業委員会事務局

8(0824)62-6193匝 図(0824)62-6235図 nougyou@city rniyoshi hiroshirna jp

三
業
労
定
し
況
な
考
に

を の り農 |
参 状 決 作 |

次
市
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
１９
年
度

賃
な
ど

の
標
準
額
を
、
次

の
表

の
と
お

ま
し
た
。
な
お
、
地
域

の
実
情
や
圃
場

ど

の
違
い
が
あ
り
ま
す

の
で
、
標
準
額

よ
く
話
し
合

っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
供
用
開
始

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
に
よ
り
下
水
道

の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
に
よ
る
整
備
が

完
了
し
た
二
次
町
、
十
日
市
西
、
布
野

町
、
〓
一良
坂
町
、
甲
奴
町

の

一
部
区
域

と
、
農
業
集
落
排
水
事
業

に
よ
る
三

和
町

の
整
備

が
完
了
し
、
４
月
か
ら

新

た
に
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
フ」
れ

に
よ
り
、
供
用
開
始

区
域

の
家
庭
や

事
業
所
か
ら
出
る
汚
水
を
下
水
道
に

接
続
す
る
排
水
設
備

工
事
が
で
き
ま

す
。
水
道
局
事
業
推
進
室

へ
排
水
設

備

工
事
に
関
す
る
申
請
を
行

っ
た
あ

と
、
排
水
設
備
指
定

工
事
店

で
施

工

し
て
く
だ
さ
い
。

供
用
開
始
区
域
は
そ
の
ま
ま
受
益

者
負
担
金

の
賦
課
対
象
区
域
に
な
り

ま
す
。
供
用
開
始

区
域
な
ど
に

つ
い

て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
と
き

は
、
水
道
局
営
業
管
理
室

全
寸
戸
浄
水

場
内
）
で
詳
細
な
内
容
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

水
道
局
営
業
管
理
室

８
（０
８
２
４
）
６
２
１
４
８
４
３

□
（０
８
２
４
）
６
２
１
８
１
１
１

Ｅ

ｏ
↓慢
黒
営

もヽ
酔
く
王
ち
号
ヨ
「２
丁
事
ユ
ｏ

作 業 内 容 単位 金額 (円) 備 考

仕  付

荒  起 10a 8,000

代 か き 10a 12,000

代かき
荒かき 10a 5,000

荒かきしたもの 10a 7,000

田 植
機  械  植 10a 8,000 補植なし

補植作業など 1時間 1,000

育  苗 水 稲 稚 苗 1箱 680 運賃は別

農 薬 散 布 10a 2,000
機械は受託者、農業は

委託者持ち

稲刈脱穀 コンバイ 10a 20,000

結束する場合は2,000円

加算。結束紐は受託者持

ち。角刈 りなし。コンバ

イン搬入運賃は別。湿田

等によ り作業能率が低

下する場合は、その分加

算する。

乾燥調整 生 籾 30kg 950 搬入運賃は別

草 メll 1日寺間 2,500 機械は受託者持ち込み

農作業雇用労賃 1日寺間 1,000

軽作業雇用労賃 1日寺間 750 果樹作業含む

大型農機具運転手(オペレーター) 1日 12,000 1,500円/1時 間

●盛みれ12007召
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次市芸術文化賞・スポーツ賞
市民の予算提案制度で生まれたこの賞。それぞれの分野で輝

かしい成績を収められた10名と1団体の皆さんを表彰しました。

3月 10日(上)には表彰式を行い、恩師らから温かい祝福のこ

とばを贈られました。今後ますます輝かれることでしょう。

日本、そして世界に光を放つ「星Jが次々と誕生し、夢のある、

輝くまちになるよう、二次市はこれからも応援していきます 1

乳ホキツ強

つ ぎわ

津澤

き
木
さ
々
さ
佐

しぃん

地震さ

ノが締癖 ぶ"ず車浜 車f'「ど:をま品質

!二次市芸術文イ隆披 ,ス森車プ`投 疫彰式

個人受賞の皆さん

刀Fす注 σ″″″F夕刀″αF冴

芸術文化賞
受賞者・所属(出身地)・受賞の主な理由

」 t

おき た こう き
i平
中田 幸 )暉さん 塩 町中学校 2年 生廻 神町)

第27回全国中学生選抜将棋選手権大会 4位

りょう

良 さん 日彰館高等学校 3年 生(畠敷町)

第2回高校生創作音楽コンテスト「音楽甲子園2006」

決勝大会 金賞

よ |

1議 井 春 芦 さん 三次高等学校 2 年生(庄原市)

第30回広島県高等学校総合文化祭
第 5回広島県高等学校絵画彫刻コンクール 大賞

ん 三次高等学校 2年 生(南畑敷町)

第60回記念二紀展 絵画の部 入選

せよ

i三 次高等学校 吹奏業部

第30回広島県高等学校
総合文化祭音楽祭 吹奏楽の部 最優秀賞

二淡市芸備文章整ぜ督
。

同体宰営の三次高等学校吹奏楽部(写真は 3年 生ら)

■`ち ド

20074号広報みれO



豊夕θrな刀炒αF冴 スポ
ーツ賞

受賞者・所属(出 身地)・受賞の主な理由

普 1

かねとう り え

i金 藤 理 絵 さん 三次高等学校 3年生に 原市)

平成18年度全国高等学校総合体育大会

第74回日本高等学校選手権水泳競技大会

女子200m平泳ざ1位(大会新記録)

瞥

中村 嘉 孝 さん 二次高等学校 3年 生⊂ 和町)

第59回中国高等学校陸上競技対抗選手権大会

兼全国大会中国地区予選会 男子走高跳 優勝

! |

| な ご し

「 名 越 く る み さん 沼田高等学校 3年 生(畠敷町)

平成18年度全国高等学校総合体育大会剣道大会

第53回全国高等学校剣道大会 女子団体 2位

皆 |

なか た ひさゆき

i中田久幸さんに良坂町)

第6回全国障害者スポーツ大会「のじぎく兵庫大会」
09-2部 100m l位、走幅眺 1位

J I

Iそよぎ  え いしん

「 梵  ]某 どいさん 広島東洋カープ(三次町)

2006年度セントラル・リーグ

最優秀新人(新人王)獲 得

甘 !

|た
 な かだいすけ
1田
中 大 輔 さん 中日ドラゴンズ (三示日町)

中日ドラゴンズ入団

O広報みまし曇20074



三
次
西
小
学
校
（日
下
町
）
は
、
明
治
６
年
に
「明
宝
館
」
と

し
て
創
立
さ
れ
、
昭
和
２９
年
に
二
次
市
立
三
次
西
小
学
校
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
５８
年
に
完
全
複
式
化
し
、
昨
年
度
の
児

ど
ち
ら
も
今
後
新
し
く
入

っ
て
く
る
子
ど
も
の
予
定
が

な
い
こ
と
か
ら
、
や
む
な
く
閉
校

・閉
所
す
る
こ
と
に
な

っ

た
も
の
で
す
。

３
月
２５
日
（日
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
卒
業
生
や
市
長
ら
が
出

席
し
、
お
別
れ
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

―
口　
○
ソ
フ
ト
テ
エ
ス

場

　
　
第
６
回
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

位
に
入
っ
た
ふ
た
り
で
す
が
、
２
位
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
は
残
念
な
が
ら
１
回
戦
敗

退
に
終
わ
り
ま
し
た
。

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
３８
回
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
抜
優
勝
大
会

（３
月
１９
日
～
２４
日
、

さ
い
た
ま
市
）
に
、
梶
川
彩
季
選
手
（安
田

女
子
高
等
学
校
、
畠
敷
町
出
身
）
と
、
巳
之

口
祐
美
選
手
（東
九
州
龍
谷
高
校
、
〓
一良

坂
町
出
身
）
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
安
田
女
子
高
が
ベ
ス
ト
８
進
出
、

東
九
州
龍
谷
高
が
準
優
勝
と
、
両
テ
ー
ム

と
も
大
会
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

①
柔
道
第
２９
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権

大
会
女
子
の
部
（３
月
２‐
日
、
日
本
武
道
館
）

に
、
（清
水
ヶ
丘
高
校
、
十
日
市
町
出
身
）

の
藤
井
千
愛
樹
選
手
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

１
回
戦
で
福
井
工
大
付
属
福
井
高
に

ス
ト
レ
ー
ト
で
圧
勝
し
た
も
の
の
、
２
回

戦
で
淑
徳
高
に
０
対
１
で
惜
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
。

）

惜しまれつつ 歴 史に幕
三次西小学校・徳市保育所

運 り和  童
営 ま 32徳 は
さ し 年 市 9
れ た に 保 人

所 元 に 期
で 住 無 の
す 民 認 託°
の 可 児
方 保 所
々 育 と
に 所 し
よ と て
り な 昭

左倶」が増田選手
右側が上川選手

三次西小学校 最 後の校歌斉唱

八幡小学校徳市分校で開かれた徳市保育所お別れ会

梶川選手巳之回選手

20074基畢みまを0

藤井選手



灰塚ダム建設事業が完了

二
次
河
川
国
道
事
務
所

灰
塚
ダ
ム
管
理
支
所

３
月
末
を
も

っ
て
、
江
の
川
総
合
開
発

工
事
事
務
所
に
よ
る
灰
塚
ダ
ム
建
設
事
業

が
完
了
し
ま
し
た
。
調
査
開
始
か
ら
４２
年
、

建
設
事
業
に
着
手
し
て
か
ら
１９
年
を
か
け

て
の
完
成
で
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
の
方
々

に
、
フ」
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
ダ
ム
下
流
域
の

洪
水
調
節
、
河
川
環
境
の
保
全
と
水
道
用

水
確
保
の
た
め
の
用
水
補
給
を
行

っ
て
い

き
ま
す
。

ダ
ム
周
辺
に
は
、
様
々
な
施
設
が
あ
り

ま
す
。
ダ
ム
本
体
内
の
展
示
室
は
常
設
で

ダ
ム
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
利
用
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

Ｊ
市市ロ
ミ
電
ミ
ミ
あ
∞
声
ヨ
中干
∞
ｏ
・一℃
＼∞
ｏ
Ｊ
Ｏ
斉
い
〓
ゆ
＼

○
灰
塚
ダ
ム
に
つ
い
て
は
二
次
河
川
国
道

事
務
所
灰
塚
ダ
ム
管
理
支
所
ま
で

な
（０
８
２
４
）
４
４
１
４
３
６
０

メモリアルツリー植樹

平
成
１８
年
度

の
市
民
の

予
算
提
案
制
度
で
生
ま
れ

た

「記
念
日
植
樹

（
メ
モ
リ

ア
ル

ツ
リ
ー
ン

。
３
月
２４

日
（土
）
に
灰
塚
ダ

ム
の
公

園
で
植
樹
式
を
行
い
ま
し

た
。子

ど
も
の
誕
生
や
卒
業
、

結
婚

な
ど

の
記
念

に
と
、

３０
組
が
桜
や
も
み
じ
の
苗

木
を
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
訪
れ
る

一
人
ひ
と

り

の
記
念

日
。
フ」
れ
か
ら

は
木

の
生
長
と
と
も
に
お

祝
い
で
き
ま
す
ね
。

梨国の復興をめざして

昨
年
２
月
の
豪
雪
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
作
木

町

の
高
丸
農
園
で
、
植
樹

祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
首
木
を
植
え
、
手

書
き
の
記
念
プ
レ
ー
ト
を

設
置
し
て

「梨

の
木
オ
ー

ナ
ー
」
と
な
り
ま
し
た
。

収
穫
で
き
る
の
は
３
年

後
。
木
が
育
ち
、
花
が
咲
い

て
実
が
な
る
の
を
楽
し
み

に
待
た
れ
る
こ
と
で
し
ょ

，「ソ。

広がる環境保全活動市
内
各
地
域
で
環
境
保
全
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
昨
年
の
８
月

に
布
野
町
で
行
わ
れ
た
「昆
虫
探
検
隊
と
大
自
然
か

く
れ
ん
ぼ
体
験
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ア」
の
行
事
は
「全

国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
」
か
ら
の

助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

福
山
市
や
広
島
市
か
ら
親
子
連
れ
２４
人
が
参
加
し

て
、
昼
は
昆
虫
探
し
や
川
遊
び
、
夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ア

イ
ヤ
ー
や
星
空
観
察
な
ど
を
体
験
。
夏
の
里
山
を
満

喫
し
ま
し
た
。
今
年
も
こ
の
よ
う
な
環
境
保
全
活
動

が
た
く
さ
ん
の
地
域
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

●
環
境
保
全
活
動
に
つ
い
て
は
市
民
生
活
部
か
い
て

き
環
境
室
ま
で

８
（０
８
２
４
）
６
２
１
６
１
３
６

一隅
八
〇
８
２
４
）
６
２
１
６
１
３
７

コ
パ
ω
Ｄ
東
く
ｏ
⑥
ｏ
↓市￥
ヨ
↓く
ｏ
∽
ョ
〓ゴ
「Ｏ
の
ゴ
ヨ
ω
・』ｏ

0翻 捧よじ20074



企
画
展

か
わ

　

き

●問い合わせ先

(財)奥田元宋・ノ」ヽ由女美術館

8(0824)65-0010

船(0824)65-0012
1 info④

genso―sayurne,jp 川喜田半泥子 赤楽茶碗 銘「閑く恋慕」

川
喜
田
半
泥
子
と
人
間
国
宝
た
ち

―
桃
山
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・陶
芸
の
近
代
化
―

財
界
人
で
偉
大
な
る
趣
味
人
と
し
て
活
躍
し
た
川
喜

田
半
泥
子
。
桃
山

陶

の
粋
美
に
魅
せ
ら
れ
伝
統
と
近
代
を
交
え
た
新
し
い
陶
芸

の
流
れ
を
築

い
た
半
泥
子
と
荒
川
豊
蔵
、
十
一輪
休
和
、
金
重
陶
陽
ら
人
間
国
宝
た
ち
の
作

品
を
中
心
に
、
親
交

の
あ

っ
た
中
里
無
庵
、
北
大
路
魯
山
人
な
ど

の
作
品
を

合
わ
せ
た
、
陶
芸
と
書
画
な
ど
約
１
６
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

墨
戻
蚕
　
期
　
６
月
１０
日
（日
）
ま
で

１０
時
～
１８
時

幸
休
館
日
　
第
２
水
曜
日

☆
会
期
中
毎
日
、
主
大
術
館
内
の
茶
室
で
上
回
宗
箇
流
、

表
千
家
同
門
会
、
松
廷
流
、
茶
道
裏
千
家

の
ご
協
力

に
よ
り
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

☆
５
月
の
開
館
時
間
延
長
日

（
２２
時
ま
で
延
長
）

５
月
２
日
（水
▼
３
日
（木
・祝
）

美
術
館

ロ
ビ
ー
で
の
お
月
見
と

コ
ン
サ
ー
ト

（鑑

賞
無
料
）
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

三
良
坂
平
和
美
術
館

第
１７
回
県
北
の
画
家
た
ち
展

県
北
を
中
心
に
活
躍
す
る
作
家
６３
人
の

秀
作
が
集

い
ま
す
。
堂
ユ
か
な
色
彩
に
彩
ら

れ
た
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

４
月
猟
日
（土
）
は
、
オ
ー
プ

ン
カ

フ
エ

を
開
い
て

コ
ー
ヒ
ー
・
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス

を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
（雨
天
順
延
）
。

聾
と
　
き

前
期
　
４
月
２８
日
（土
）
～
５
月
抑
日
（日
）

後

期

　

・
Ｄ

月

狐

日

（
木

）
～

６

月

１７

日

（
日

）

開
館
時
間
　
９
時
～
１７
時

（毎
週
月
曜
日
休
館

た
だ
し
、
４
月
３０
日

（月
）
は
開
館
）

書
と
こ
ろ
　
一二
良
坂
平
和
美
術
館

霞
入
場
料

　

一　

般
　
８
０
０
円

高
校
生
　
１
５
０
円

中
学
生
以
下
・
６５
歳
以
上
。身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
の
あ
る
方
お
よ
び
介
助
者
は
無

料●
問
い
合
わ
せ
先

三
良
坂
平
和
美
術
館

８
附
六
〇
８
２
４
）
４
４
１
３
２
１
４

回
ゴ
もｏ
⑥
Ｑ
①
ヨ
の
ｏ
ｌ
の
的
く
⊆
ョ
ｐ
』０

成
人
式
実
行
委
員
募
集

～
思

い
出

に
残

る
成
人
式

を

一
緒

に

つ
く
り
ま
せ
ん
か
～

三
次
市
で
は
、
８
月
崎
日
（水
）
に
開
催
す
る
成

人
式
の
企
画
・運
営
に

一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
成
人
代
表
者
・市
民
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

拳
成
人
対
象
者

昭
和
慨
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
市
内
在
住
者
お
よ
び

市
外
に
住
む
三
次
市
出
身
者

善
応
募
対
象

・成
人
対
象
者

・高
校
生
以
上
の
市
民
で
、
成
人
式
運
営
に
関

心
が
あ
り
、
実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

聾
参
加
内
容

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
企
画
・運
営
な
ど

聾
活
動
期
間

５
月
下
旬
か
ら
８
月
崎
日
（水
）
ま
で

等
申
し
込
み
方
法

住
所
・氏
名
・生
年
月
日
・電
話
番
号
を
記
入
の

す？
え
、
お
送
り
く
だ
さ
い
傘
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
可
）
。

議
申
し
込
み
締
め
切
り

５
月
１５
日
（火
）

●
申
し
込
み
。問
い
合
わ
せ
先

自
治
振
興
部
文
化
振
興
室

ａ

（０
８
２
４
）
６
４
１
０
０
９
２

一隅
京
０
８
２
４
）
６
４
１
０
０
９
６

同
げ
ｃ
Ｄ
東
的
⑥
ｏ
↓ゼ
，ョ
【く
ｏ
∽
丁
チ
↓「ｏ
∽
ヨ
ヨ
い
。」ｏ

〒
７
２
８
１
０
０
１
１

三
次
市
十

日
市

西
六
丁
目
１０
番
１５
号

（み
よ
し
ま
ち
づ

く
リ
セ

ン
タ
ー
内
）

20074京詩工れの



は
ら
み
ち
を
美
術
館

三
次
市
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
運
盟

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

ソ
フ
ト
テ
エ
ス
教
室

地
元
若
き
音
楽
家
に
よ
る

は
ら
み
ち
を
美
術
館
オ
ー
プ
ン
ー
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
は
ら
み
ち
を
講
演
会
や
サ
イ
ン

△
ム
、
写
真
展
の
ほ
か
に
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
も
開
催

し
ま
す
。
フ」
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

ン
と
　
き
　
４
月
２２
日
（日
）

ン
と
こ
ろ
　
は
ら
み
ち
を
美
術
館

ン
は
ら
み
ち
を
講
演
会
＆
サ
イ
ン
会

‐３
時
３０
分
～

ン
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会

‐４
時
～
１４
時
３０
分

演
奏
者
　
ピ
ッ
コ
ラ
マ
ン
ド
リ
ー
ノ

ン
は
ら
み
ち
を
写
真
展

入
場
料

　
一　

般
　
３
０
０
円

高
校
生
　
１
５
０
円

中
学
生
以
下
‥
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
あ
る
方

お
よ
び
介
助
者
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

は
ら
み
ち
を
美
術
館
（君
田
温
泉
森
の
泉
）

な
（０
８
２
４
）
５
３
１
７
０
２
１

圃
六
〇
８
２
４
）
５
３
１
２
１
１
９

巳
ヨ
里
⑥
蚕
ヨ
【憲
‐
ｏ
Ｄ
の
ｏ
Ｄ
ｏ
Ｏ
ヨ

初
心
者
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ン
と
　
き

５
月
１９
日

（土
）
～
１０
月
２７
日

（土
）
ま
で

の
毎
週
土
日
　
１４
時
～
１６
時

ン
と
こ
ろ

十
日
市
親
水
公
園
テ
エ
ス
コ
ー
ト

ン
対
象
・
小
学
４
～
６
年
生
　
１５
名
程
度

・
‐８
歳
以
上
の
初
心
者
　
１５
名
程
度

ン
参
加
費

・
小
学
生
　
１
０
０
０
円

。大
　
人
　
２
０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
を
含
む
）

ン
締
め
切
り
　
５
月
１５
日
（火
）

○
ラ
ケ
ッ
ト
の
な
い
人
に
は
お
貸
し
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ
先

二
次
市
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
連
盟
教
室
事
務
局

宍
一戸
ａ
（０
８
２
４
）
６
３
１
０
９
９
８

高
田
な
（０
８
２
４
）
６
２
１
０
６
９
３

『第
２
回
　
緑
の
風
コ
ン
サ
ー
ト
』

鶴
と
　
き

ン
と
こ
ろ

ン
入
場
料

前
売
券

ン
出
演
者

ピ

ア
ノ

ソ
。フ
ラ
ノ

ピ

ア
ノ

ピ

ア
ノ

ン
曲

　
目

Ｊ
・
Ｓ
・バ

ッ

小
林
秀
雄

Ｖ
・
ベ
ッ
リ
ー

ニ

Ｆ
・
シ
ョ
パ
ン

Ｌ
・
Ｖ
・
ベ
ー
ト
ー

ン
チ
ケ
ッ
ト
販
売

三
次
市
文
化
会
館
、

●
問
い
合
わ
せ
先

二
次
音
楽
家
協
会

な
□

（０
８
２
４
）
６
２
１
６
３
３
８

図
ヨ
一＜
〇
野

Ｔ
ヨ
も
⑥
畏

ｏ
↓８
，ｏ
ｏ
，３

槙雪木き金亀佐さ

津づ 久 く
岡景田た岡宗間ま

1   1kD 末日わ

紗さ紀きき 子こ

フ
ラ
ン
ス
組
曲
　
第
６
番

愛
の
さ
さ
や
き
、
す
て
き
な
春
に

歌
劇

「清
教
徒
」
よ
り

あ
な
た
の
優
し
い
声
が

夜
想
曲

６
甲
５
あ
ｇ
あ
マ
岸
ほ
か
）

ベ
ン
　
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
　
第
２８
番

Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ
、
サ
ン
グ
リ
ー

三
次
音
楽
家
協
会

ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
１９
日
（土
）

開
場
　
１８
時

開
演
　
１８
時
３０
分

三
次
市
文
化
会
館

大
　
　
　
人

高
校
生
以
下

５
０
０
円
（当
日
券
２

０
０
０
円
（当
日
券
１

０
０
０
円
）

５
０
０
円
）

0爺 みよわ20074



tllil1 1 1

身近な場所で集い、遊び、相談できるよう、保育所を地域へ開放します。

気軽|こ遊び|こおいで<だ さい。

詳しい内容などほ、それぞれの保育所へお問い合わせ<だ さい。
i F ■ そ 子 十 年 ■ ■ , 手 = 手 孝 f i 子 を 号 号 子 号 = ● 子 ち 岩 暑 号 = 5 , ～ 与 年 毎 や 身 手 争 を 増 孝

章
台

４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
、
３

歳
未
満
の
第
１
子
・第
２
子
の
お

子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

ヘ

の
児
童
手
当

の
月
額
が
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。
△
フ
回
の
改
正
に

つ
い
て
、
一受
給
者
の
方
が
行
う
手

続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第

１
子
・第
２
子
の
手
当
額
ほ
５
千

円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
手

当
額
、
支
給
対
象
年
齢
お
よ
び
所

≡

，「　
■
一
■

，
■
手

■
‐
■

！！

辛
一
■

々
　
“■

を

手
・
≡

ね
が

い
会
員
）
と
、
援
助
し
た
い

人

（ま
か
せ
て
会
員
）
が
会
員
と

な
り
、
子
育

て
を
助

け
合

う
活

動

で
す
。

○
援
助
活
動
の
内
容

・
保
育
施

設

の
保
育
開
始
前
や

終
了
後
子
ど
も
を
預
か
る

。学
校

の
放
課
後
、
子
ど
も
を
預

か
る
。
魅
要
に
応
じ

て
子
ど
も
を
預

か
る
。そ
の
他

○
利
用
料
金

１
時
間
あ
た
り
６
０
０
円
（利

用
者
負
担
金
３
０
０
円
）

※
魅
要
料
金

の
１
／
２
を
市
が

負
担
し
ま
す
。

得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
現

行
ど
お
り
で
す
。

児
童
手
当
と
は
、
小
学
校
第
６
学

年
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
で
、
所
得
が

一
定
額
未
満

の
方
区
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
申
請
が
あ
済
み
で
な
い

方
は
申
請
手
続
き
を
し
て
＜
だ

さ
い
。
詳
し
＜
は
す
＜
す
＜
育
児

支
援
室

へ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

ｆ

■

セ

惇

手

キ

≡

キ

！
１

■

■

■

，

手

革

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
ま
か
せ
て
会
員
講
習
会

子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
方
を

対
象
に
し
た
「
ま
か
せ
て
会
員
講

習
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

受
話
し
て
＜
だ
さ
い
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５

月
１５
日
（火
）
ま
で
に
、
手電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
＜
だ
さ
い
。

託
児
が
あ
り
ま
す
（要
予
約
）
。

ン
と
　
き
　
５
月
１７
日
（本
）

９
時
３０
分
～
セ
時

ン
と
こ
ろ
　
一二
次
市
福
祉
保
健

セ
ン
タ
１
　
４
階
研
修
室

ン
対
象
者
　
一二
次
市
区
住
所
が
あ

り
、
子
育
て
の
援
助
が
し
た
い
人

●
三
次
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
は
‥
・

育
児
の
援
助
を
一受
け
た
い
人
（お

）

20074
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せ先

く育児支援室

匝](0824)62-6300
図ikuji@ctty.miyoshi.hiroshima.jp

）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

利
用
し
て
く
だ
さ
い

「す
く
す
く
リ
サ
イ
ク
ル
掲
示
板
」

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
１
３
階
子
育
て
支
援
局
前
ほ
、
子
育

て
中
の
皆
さ
ん
の
た
め
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
掲
示
板
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

衣
類
、
玩
具
、
ベ
ビ
ー
ベ
ツ
ト
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
、
づ
↑
家
庭
で

不
要
区
な

っ
た
子
育
て
用
品
情
報
を
貼
り
出
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ど
活
用
＜
だ
さ
い
。

●
利
用
方
法

す
＜
す
＜
育
児
支
援
室
区
あ
る
「
ゆ
ず

っ
て
＜
だ
さ
い
カ
ー
ド
」

「
ゆ
ず
り
ま
す
カ
ー
ド
」
ほ
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
＜
だ
さ
い
。

詳
し
＜
は
す
＜
す
＜
育
児
支
援
室
ほ
か
た
ず
ね
＜
だ
さ
い
。

予　
じ

」ｒＦ　，　　　　　　　・

〒

行事のお矢Bらせ

イ子事名 と き と こ  ろ 対  象 そ の 他

BCG予防接種 4月 25日(水)

(受付8寺間)
138寺～13時30分

みよしまちづ

<リセンター
市内|こ住所が

ある生後 3か

月～ 6か 月末

満の乳児

生後3か月を過ぎたら6か月ま

での早い時期|こBCG接種を受け

ましょう。BCG接種後、他の予防

接種を受けるとき|こは4週間以

上の間隔をあけて<だ さい。

パパ・ママ
スクール

(マタニテ

ィークラス)

4月 23日(月)
13時30分～16時

三次市福祉保

健センター3階

多目的室

妊婦さんとそ

の家族

もうすぐお父さん・お母さん|こ

なる方が対象。夫婦での参加も可。

子育てのノウハウを学び、体験

しましょう 1

子育て相談 4月 24日(火)

9時30分～118寺30の

三次市福祉保

健センター3階

多目的室

乳幼児とその

保護者

身体計沢」、離事し食、食事、育児の

ことなど気軽区相談して<ださしヽ

離乳食講座 5月 21日(月)

13B寺30分～16時

三次市生涯学

習センター

3階調理室

乳児を子育て

中の保護者

みんなで離事し食を作って、楽し

<交 流しましょう 1託児も行つ

ています。5月14日(月)まで区申

し込んで<だ さい。



一告
少
年
育
成
だ
よ
ヶ

広
島
法
務
局
と
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど

も
を
め
ぐ

る
人
権
問
題

（
い
じ
め
、
俸
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
）
を

い
ち
早
く

つ
か
み
、
解
決
に
導
く
た
め
、
次

の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

講
手
紙
相
談

「子
ど
も
の
人
権
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を
全
児
童
生
徒
に
配
布
。

平
成
２０
年
３
月
３‐
日
ま
で
の
相
談
に
は
切
手
が
不
要
で
す
。

議
相
談
日
時
　
月
～
金
曜
日
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

（携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
可
）

話
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
人
権
相
談
受
付

法
務
省
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス

ゴ
〓
マ
ミ
喜
〓
≧
ユ
品
Ｐ
３
＼

ひみつは守るから.

ンフリーダイヤル電話相談

「子どもの人権110番」

0120-‐ 007-110

青
少
年
育
成
二
次
市
民
会
議
は
、
〓
一次
市
内
の
１９
町
民
会
議
に
お
い
て
、
土同
少
年
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

～
い
じ
め
か
ら
君
の
命
を
守
り
た
い
～

れ
た
子
ど
も
を

「し

っ
か
り
し

ろ
」

と
指
導
し
、
い
じ
め
た
子
ど
も
を
か

ば

う
と
い
う

「
正
義

の
逆
転
現
象
」

が
起
き
て
い
る
こ
と
や
、
本
気
で
向

き
合
お
う
と
し

て
い
な

い
大
人

の

問
題
な
ど

を
厳
し
く
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

ユ
ー
モ
ア
と
熱
意
溢
れ
る
講
演
に
、

二
百
人
余
り
の
来
場
者
は
、
時
間

の

経

つ
の
も
忘
れ
て
聞
き
入
り
ま
し
た
。

ン
今

日
の
喜

田
先
生

の
お
話
を
、
ま
だ
聞

い
て
い
な
い
人
に
ぜ

ひ
伝
え
た
い
。

議
野
次
馬
根
性
や
経
験
主
義

の
物
差
し
で

見
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
反
省

し
ま
し
た
。
自
分
を
見

つ
め
直
す
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

議
楽
し

い
時
間

の
中

に
、
い
じ
め

の
本
音

が
見
え
隠
れ
。
少
し
考
え
方

が
自
分

の
中

で
変
わ
り
ま
し
た
。

議
親
と
し
て

「自
分

の
子
ど
も
が
加
害
者

に
な

っ
た
と
き
ど
う
す

る
か
」
と
考
え
る

機
会

は
少
な

い
で
す
。
△
７
日
は
真
剣
に
イ

ジ
メ
に

つ
い
て
、
す

る
側
と
さ
れ
る
側
両

方

の
立
場
で
考
え
る
キ

ッ
カ
ケ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日疋
非
ま
た
二
次

で
講
演
し
て

く
だ
さ
い
１

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
主円
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室
ひ
と
づ
く
リ
グ
ル
ー
プ

８
匝
（０
８
２
４
）
６
４
１
２
８
３
２
へ
ど
う
ぞ
。

日
〓
汁Ｏ
⑥
〇
一一￥
ヨ
一く
〇
り
〓
〓
「ｏ
切
〓
ョ
０
」ｏ

）

青
少
年
育
成
二
次
市
民
会
議
は
、

「
い
じ
め
」
や
不
登
校

の
問
題
を
市

民
と
共
に
考
え
よ
う
と
、
１
月
２８
日

（
日
）
に
み
よ
し
ま
ち
づ

く
リ
セ
ン

タ
ー

で
青
少
年
育
成
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
学
校
に
行
け
な
く
な

っ

た
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ

る
東

林
館
高
等
学
校

の
喜

田
三
津
雄
さ

ん
で
す
。
今

の
学
校

で
、
い
じ
め
ら

振 替 納 税 を    平 成]算 分確定申告の振部 内付日は、

ご利用 の方 へ    所 得税が4月 20日 (金)

消費税・地方消費税が4月 26日 (木)です。

ン言

次税務

房 62-2721    替
日の前日までに、預貯金残高の確認をお1頼いします。

20074広撃みま務0



これからメタボリックシンドローム予防!!

内臓悩肪の蓄積ほ、腹

囲の数値と 3つ の健診数

値から診断されます。

検査項目|こ該当しな<

ても腹囲が気|こなる人ほ

注意が必要です。

増え続けるメタボリックシンドローム予備軍
男女とも40歳過ぎから急増し、予備軍を含めると40～74歳の男性の2人|こ1人、女性
の5人|こ1人があてはまります(平成16年国民健康・栄養調査結果の概要から)。
人ごとではありません。まずは自分のからだを矢□り、予防対策を者えてみましょう。

●福祉事務所すこやか保健室
□:(0824)62-6232

囲 (0824)62-6382
回hoken@ctty=mけoShithiroshirnajp

Vハ Vハ Vハ Vハ Vハ vハ vハ ー
こうそ<

心筋梗塞や脳血管疾患、糖尿病などの生活習慣病の発症|こ大き<関 与する

メタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群)が中高年層|こ急増しています。

自分のからだをチェックして、少しでも心配があれば毎日の生活習慣を見

直し、改善しましょう。

メタボリックシンドローム診断基準

①中性脂肪値150mg/dl以上

HDLコレステロール値40mg/dl未満 (両方またはじずれが

②最高血圧が130mmhg以上

最低血圧が85mmhg以上(両方またはいずれか)

③空腹時血糖値が110rmhg以上

上の中から二つ以上該当する人

チェック①に該当し、さらにチェック②に該当する人は、早めの対応を!
*予 防。改善|こは運動と食事療法が効果的です

また、肥満度を示すものとしてBM,tボディ・マス・インデックス〕があります。

肥満度をチェック

BM =俸重   k■勢長匡王:王日・身長匡::王日
(炉」)俸重70Kgで勇長170c冊の場合|よ、俸重70Kg■身長17m■ 身長1.7 rn=242になります。

あなたの BMI値 =

次回は

「病気をAElろう編」
について紹介します。

i‐ ― ニロ 、 一 … … ュ ー キ ー ー ・ …ヽ … i― tイ ‐・す…,一 ,ユ =・ … ′ 千… … Ⅲ… ・!=i =ユ ー ー … … … … … ==… … ‐ ‐ い =i・・… Ⅲi… ・― 一 =一 一 ～ "～ ‐‐!Ⅲ … fi… … イ・… … …中 ― … ヤ!‐ヤ碇 … ‐一 ダ

一
茨
地
区
医
師
〈玉か
ら
　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
開
始
の
お
知
ら
せ

三
次
地
区
医
師
会
は
４
月
１

日
（日
）
か
ら
、
介
護
老
人
保
健
施

設
あ
さ
ざ
り
の
１
部
門
と
し
て
、

訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
の

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

地
域
は
三
次
市
内

の
み
で
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
、
介
護

保
険

で
要
支
援

Ｉ
以
上

の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
退
院
ま
た

は
退
所
さ
れ
、
ヂ
」
家
庭
の
生
活
に

不
安
を
お
持
ち
の
方
、
重
度
で
通

院
通
所
が
で
き
な

い
が
リ

ハ
ビ

リ

の
必
要
な
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
ず
は
お
近
く
の
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
や
二
次
市
福
祉

事
務
所
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
室

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

三
次
地
区
医
師
会

介
護
老
人
保
健
施
設
あ
さ
ぎ
り

な
（０
８
２
４
）
６
２
１
６
６
１
１

□
（０
８
２
４
）
６
２
１
６
６
１
７

閥亜ヨン
《作り方》
①キャベツは3 cm<らいの
角切りこし、皿|こ入れて

ラップをかす、電子レン
ジで2～3分カロ熟し、水分
を除いて熱しヽうちこ酢を
ふりか|すてお<。
②ハムは2 cm角<ら いこ切
つて①lこ入れ、調味料で

あえる。

私は年中食べられるけど、春キャベ ツ`ほ特|こや

わらか<て、サラダやスープ|こ最適。とんかつや

フライこ必ずついて<る でしよ。ビタミンU(キ

ヤベジン)が〉由による胃もたれを防ぐの。もちろ

んビタミンCたつぷりでお肌|こも良<て よ |

《材料 2人分》
枚

枚

＞

１

１

々

３

２

‐

じ

じ

少

”
じ

さ

さ

・幻娃
。大・ノＪ、・

・
ツ

・　
”　
”　
・

車的一弁　”

討
　
研
便陶
蛇

0閥 みまし善20074



インフォメーション

行
政
相
談
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的
な

信
望
が
あ
り
、
行
政
運
営

の
改
善

に

つ
い
て
理
解
と
熱
意

を
有
す

る
人

の
中

か
ら
総
務
大
臣
が
委

嘱
す
る
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
各

担
当
地
域
で
相
談
を
受
け
付
け
、

相
談
者

へ
の
助
言
や
関
係
行
政

機
関

へ
の
通
知
な
ど

を
行

っ
て

い
ま
す
。

各
地
域
の
行
政
相
談
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

三

次

鳥

谷

健

朗

倉

迫
　
ユ
キ

エ

君
　
田
　
旦泉
　
山
　
ま
り
子
（新
）

布

野

森

島

秀

和
（新
）

作

木

中

島

申

式

吉

舎

松

村

紘
二
郎

三
良
坂
　
米
　
国
　
武
　
晴

三

和

的

場

和

表

新
）

甲

奴

宮

地

殉

司

●
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
秘
書
広
報
担
当

８
（０
８
２
４
）
６
２
１
６
３
９
６

□
（０
８
２
４
）６
２
１６
２
２
３

図

丁
一∽ち
⑥
爵
く
圭
ち
野
ヨ
ち，
丁
事
０
き

魚 気
釣 を
り つ
てFレす
の て
感 !
電
事
故

ン
と 市
き
編魯

料
法
律
相
談

錯霧講
法 局所

晏書答
室 会
・

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

‐３
時
～
１６
時

５
月
の
実
施
日
は
、
５
月
２
日

（水
）
と
１７
日
（木
）
で
す

鶴
と
こ
ろ

み
よ
し
ま
ち
づ
く
リ
セ
ン
タ
ー

ン
相
談
事
項

民
事

・
刑
事

。
そ
の
他

の
法
律

相
談
全
般

畿
予
約
受
付

市
民
生
活
部

ひ
と
づ
く
り
推

進
室
　
生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

月
曜
日
～
金
曜
日

８
時
３０
分
～
１７
時
３０
分

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

（Ｆ

Ａ
Ｘ
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付

は
い
た
し
ま
せ
ん
）
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

８
（０
８
２
４
）６
２
１６
２
２
２

□
（０
８
２
４
）
６
３
１
２
８
０
９

図
吾
ｏ⑥
爵
く
王
石
螢
ヨ
「８
丁ョ
出
０

ン
と
　
き

５
月
８
日
（火
）
１０
時
～
１５
時

ン
と
こ
ろ

三
次
市
文
化
会
館

２
階
会
議
室

ン
相
談
事
項

・民
事

（不
動
・登
記
・金
銭
関
係
、

交
通
事
故
関
係
、
損
害
賠

償
、
そ
の
他
）

・家
事

（相
続
、
遺
産
分
割
、
夫
婦
・

親
子
関
係
、
遺
言
、
そ
の
他
）

●
問
い
合
わ
せ
先

広
島
地
方
裁
判
所
二
次
支
部

庶
務
課

ａ
（０
８
２
４
）
６
３
１
５
１
４
１

ｍ
賛
０
８
２
４
）
６
４
１
１
８
９
５

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
り
、
川
や

海

で
魚
釣
り
を
さ
れ
る
機
会

が

増
え
て
き
ま
す
。

電
線

の
近
く
で
魚
釣
り
を
す

る
と
、
釣
牛
が
電
線

に
当
た
り
、

痛
ま
し

い
感
電
事
改
を
起

こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

魚
釣
り
を
さ
れ
る
と
き
に
は
、

近
く
に
電
線
は
な
い
か
、
十
分
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

中
国
電
力

（株
）
カ

ス
タ

マ
ー
セ

ン
タ

ー

な
（０
１
２
０
）
５
１
３
１
４
６
６

ン
活
動
内
容

年

３
～
４
回
程
度

の
ア
ン
ケ

ー
ト

ヘ
の
回
答

ン
対
　
　
象

‐６
歳
以
上
の
県
民

（公
務
員
以

外
）
ン
申
し
込
み
締
め
切
り

５
月
１４
日
（月
）

ン
謝
礼
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
実
績
に

応
じ
て
進
呈

ン
申
し
込
み
方
法

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「県
政
提

言
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
応
募

（ア
ド
レ
ス
〓
５
一
卜妻
メ一も
碁
一Ｌ
千
ラ
すヨ
宇
寸
じ

○
郵
送
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
、
士
心
望
動
機
を
明
記
の

上
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ツ
ク
ス
で

応
募
※
提
供
い
た
だ

い
た
個
人
情
報

は
本
人
お
よ
び
応
募
資
格
の
確
認
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
依
頼
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
・記
念
品
の
送
付
、
連
絡

事
務
、
集
計
結
果
の
分
析
に
利
用

し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ
先

広
島
県
総
務
部
行
政
情
報
室

ａ
（０
８
２
）
５
１
３
１
２
３
７
９

一剛
六
〇
８
２
）２
２
４
１４
７
４
７

〒
７
３
０
１
８
５
１
１

広
島
市
中
区
基
町
１０
‐
５２
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インフォメーション

断
っ
た
は
ず
が

購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
紳
士
録

《
相
談
内
容
》

紳
士
録

の
予
約
申

込
書

が
届

い
た
の
で
、
「申
し
込
み
ま
せ
ん
」

に
丸
を
し
て
返
送
し
た
と
こ
ろ
、

後
日
２０
万
円
の
請
求
書
が
届
い
た
。

後
で
よ
く
見
る
と
、
申
込
書
の
「申

し
込
み
ま
せ
ん
」
の
言
一某
の
前
に

小
さ
く

「次

回
か
ら
」
の
文
字

が

入

っ
て
い
た
。
明
ら
か
に
勘
違
い

し

て
契
約
す

る
こ
と
を
狙

っ
て

い
る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

紳
士
録
は
、
地
域

の
著
名
な
人

や
会
社
な
ど
役
職

に
あ

る
人
た

ち
の
経
歴
や
功
績
な
ど
を
掲
載
し
、

名
簿
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
申
込
書
は
、
「申
し
込
む
」

「申
し
込
ま
な

い
」
の
ど
ち
ら
か

を
選
ん
で
返
送
す

る
よ
う
に
な

っ
て
い
て
、
ラ」
の
部
分
は
大
き
く

記
載
さ
れ
、
小
さ
な
文
字

で

「次

）

回
か
ら
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「申
し
込
ま
な
い
」
に
す
る
と
、
次

回
は
購

入
し
な

い
が
今

回
は
購

入
す
る
と
い
う
意
味
に
な

っ
て
、

ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
業
者

は
代

金
を
請
求
し

て
く
る
仕
組

み
に

な

っ
て
い
ま
す
。

事
例

の
よ
う
に
、
契
約
の
意
思

が
な
く
思

い
違

い
に
よ
り
契
約

を
し
て
し
ま

っ
た
場
合
、
内
容
証

明
郵
便
で
「当
初
か
ら
契
約
す
る

意
思
は
な
く
、
書
面
を
勘
違

い
し

て
出
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
書

い

て
送
る
こ
と
に
よ
り
、
錯
誤
に
よ

る
無
効
を
主
張
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
書
面
は
、
消
費
者

に
勘
違

い
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

必
要
の
な
い
場
合
は
、
申
込
書
を

返
送

せ
ず

に
無
視
す

る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

馨
お
困
り
の
と
き
は
、
市

の
相
談

窓
回
ヘ

消
費
生
活
相
談

コ
ー
ナ
ー

相
談
日
時

毎
週
　
月
・
火
・木

・金
曜
日
の

９
時
～
１６
時

●
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

ａ
（０
８
２
４
）
６
２
１
６
２
２
２

岡
京
０
８
２
４
）
６
３
１
２
８
０
９

「
了
↓一ｏ
⑥
命↓ぞ
ヨ
一く〇∽軍
丁↓香
∽ョ
ョ
ф
」０

最
近
、
市
内
に
公
的
機
関
を
名

乗

る
不
審
な
電
話
が
か
か

っ
て

き
て
い
ま
す
。

市
内

の
女
性
宅
に
は
、
社
会
保

険
庁
を
名

の
り

「年
金
を
支
給
し

す
ぎ

て
い
る
の
で
、
５
年
分
を
返

金
し
て
欲
し
い
」
と
不
当
な
請
求

を
す
る
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

女
性
は
社
会
保
険
事
務
所
に
確

認
し
て
、
被
害
に
は
い
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
全
国
的
に
発
生
し

て
い
る
税
金
還
付

や
年
金
返
金

な
ど
様
々
な
手

口
を
使
う

「振
り

込
め
詐
欺
」
の
電
話
の
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
は
お
早
め
に
「・，推
　
彦

公的機関を名乗る
「振り込め詐欺」にご注意 !

ご注意ください

・　帥脹な馬

・

十　
朴
部
藤

「
娘
進

国

一
二

子
育

て
世
代

の
健
康
住
宅
専
門
店

ナ
チ

ュ
ラ
ル

ハ
ウ

ス

（有
）
ワ
イ
ケ
イ
総
業

三

次

市

三

良

坂

町

１

１

１

８

１
１

な

（
０

８

２

４

）
４

４

‐
７

１

０

３

一凶

（
０

８

２

４

）
４

４

‐
２

８

６

６

Ｅ

Ｄ
Ｊ
‐
ゴ
ネ
Ｑ
⑥

Ｄ
丁
‐
く
東
ｂ
Ｏ
ヨ

Ｈ

Ｐ

耳
３
中＼
＼
〓
〓
〓

⊃
丁
せ
東
●
ｏ
ヨ
＼

税務職員を装った
「振り込め詐欺」に

坪
４０
万
円
以
下
の

無
料
進
呈
―

今
回
は
先
着
３０
名
様
に

税
務
職
員
を
装

い
、
現
金
自
動

預
け
払

い
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操
作

さ
せ
振
り
込
み
を
行
わ
せ
る

「振

り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

税
務
署
や
国
税
局
で
は

○
還
付
金
受
け
取
り

の
た
め
に

金
融
機
関
な
ど

の
現
金
自
動
預

け
払

い
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操
作
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①

国
税

の
納
税

の
た
め
に
金
融

機
関

の
回
座

を
指
定
し

て
振
り

込
み
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
還
付
金
受
け
取
り

の
た
め
に

フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

ヘ
の
連
絡

を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

三
次
税
務
署
ま
で
お
問

い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

二
次
税
務
署

ａ
（０
８
２
４
）
６
２
１
２
７
１
２

回
―
コ
ス
ト
住
宅
読
本

家
づ
く
り
で
失
敗
す
る
落
と
し
穴

ま
た
、業
者
選
び
で
お
困
り
の
方
ヘ

「
家

‐づ
Ｋ
り
は

‐
じ
脇
妨

一
歩
〓

進
藤
　
篤
彦
著

読
ま
れ
た
か
ら
と
い
っ
て

一
切
売
り
込
み
い
た
し
ま
せ
ん

お
申
し
込
み
は
カ
ン
タ
ン

今
す
ぐ
お
電
話
口
Ｆ
Ａ
Ｘ
●メ
ー

ル
で
「
無
料
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
送

っ
て
」
と
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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インフォメーション

罫ン進ンンンン醒
覇ンン轟ンン
三次環境クリーンセンターでは、ごみの直接持ち込みを次

の時間帯に受け付けています。ルールを守ってご利用ください。

《平 日 》9時 ～16時

《土曜日》9時 ～12時

《祝日・振替休日》通常どおり受け付けます。

《年末・年始》別途、広報紙などでお知らせします。

①ステーションに出す時と同様に、種類別に分別してください。

②持ち込まれる場合は、指定袋または中身が確認できる透明
の袋をご使用ください。ダンボール、黒・青などのビニール

袋での持ち込みできません。

③軽トラックなどで持ってこられる場合は、途中でごみが飛

散したり落下したりしないよう、シートを被せるなどの対

策をお願いします。

④事業活動により発生したごみは、受け付けできません。家庭
ごみと偽って持ち込まれた場合は、処理費用の5倍 に相当

する額、もしくは5万円を申し受けます。

⑤場内では係員の指示に従い、順路を守って走行してください。

労
働
保
険
の
年
度
更
新

（申
告
・

納
付
）
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
石
綿
健
康
被

害
者
救
済

の
た
め

の

一
般
拠
出

金

の
申
告

・
納
付
を
、
労
働
保
険

料

の
申
告

・納
付
に
併
せ
て
手
続

き
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

関
係
事
業
主
の
皆
さ
ん
は

「労

働
保
険
概
算

・確
定
保
険
料

一
般

拠
出
金
申
告
書
」
を
作
成
の
う
え
、

保
険
料
上

般
拠
出
金
を
添
え
て
、

最
寄

の
銀
行

・郵
便
局
な
ど

の
金

融
機
関
か
、
労
働
基
準
監
督
署
ま

た
は
広
島
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限
は
５
月
２‐
日

（
月
）

で
す
。

な
お
、
４
月
１
日
か
ら
雇
用
保

険
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し

く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●

問

い
合

わ

せ

先

広

島

労

働

局

総

務

部

労

働

保

険

徴

収

課

な

（
０

８

２

）
２

２

１
１
９

２

４

６

耐
買

０

８

２

）
２

２

１
１
２

３

５

５

ン

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

丁
■

で
¨ヽ
ヽ
て
て
ピ
≫
ミ
。Ｊ
下
〇
「
Ｏ
Ｃ
ａ
Ｏ
⊆
天
＜
ｏ
本
Ｃ

Ｃ
Ｏ
」
で
ヽ

調理スタッフ
楽しく明るい職場です。

▲4「I"‐ ―エーヽ 一ヽ…亡r7h一単キイ却 (フ リーダイヤルでメ
●勤務先:市立二次中央病院内 栄養科 ｀`

戸′夕
‐~‐‐'

●募集年齢i16歳～55歳

0120口 22-7805

中国支店 (広島市中区峨町]3]]明 治安田生命広島帖町ビル8F)

労
働
保
険
の
年
度
更
新
な
ど

20074広報みよじ①



インフォメーション

市営住宅入居者募集

1)4月募集住宅

募集戸数!各]戸、募集期間:4月16日(月)～4月27日 (金)※入居適格者力S募集戸数を超える場合は抽選となります。

●申し込み・問い合わせ先

建設部あかるい住宅室な(0824)62-616]FAX(0824)62-6166

Ejutaku@city miyoshi.hiroshima jp または各支所地域整備グループ

吉舎ほのぼの高齢者住宅(広島県高齢者向け優良賃貸住宅)入居者募集

募集戸数11戸、受付,審査後入居可能

●申し込み・問い合わせ先

建設部あかるい住宅室 8(0824)62-616]IFAXI(0824)62-6166

図jutaku@ctty rniyoshi hiroshima jp または各支所地域整備グループ

0瀬 務じ2げ4

場
収入要件(月収額は |

その他の要件など
法の規定により算定)

下原住宅

(特定公共賃貸住宅)

114号室

(平成15年度築)

十日市西二丁目

9番1-114号

10,000円～  耐 火3階建、2L D

K、水洗

政令月収額200,000

円を超え601,000円

以下の世帯

①現在、住宅に困つて
いること

②申込者と同居親族が、

税金およびその他の

料金を完納している
ことe課 税世帯を除く)

⑤同居者は、夫婦 (婚
約者、内縁関係含む)

親子を主体とした親
族であること

を申込者または同居
親族が暴力団員でな
いこと

丙田住宅
2号棟1号

(平成6年度築)

00円～ 木造2階建、

3D K、水洗

政令月収額

200,000円以下

(高齢者世帯、障害

者世帯などの場合

268,000円以下)の

世帯

0現 れ、住宅に四つて
いること

②申込者と同居親族カミ

税金およびその他の

料金を完納している
ことe棚 世帯を除く)

③同居者は、夫婦 (婚
約者、内縁関係含む)
親子を主体とした親
族であること
l④申込者または同居
親族が暴力団員でな
いこと

西田2号住宅
3号棟202号室

(平成11年度築)

吉舎町吉舎
6J3番地1

18,200円～  耐 火3階建、

2LDK、 水洗

安田住宅      吉 舎町安田
1号棟102号室    1387呑 地2
(平成11年度築)

18,300円～ 耐火2階建、

2LDK、 水洗

紙園住
翠ン 得蟹盆

童
|  ―

― ― ― ― ―   ― ― ― ― ― ― ―

H,900円～ 1木造2階建、

3D K、汲取り

吉舎町吉合
636番地13

2)随 時募集住宅 募集戸数:]戸 、受付・審査後入居可能

伊賀和志住宅

2号棟202号室

(昭和55年度築)

(月収による)

作木町伊賀和志 10,500円
～

22 6だ昏ナ也3

収入要件(月収額は
法の規定により算定)

政令月収額200,000円

以下(高齢者世帯、障

害者世帯などの場合
268,000円以下)の世帯

その他の要件など

①現在、住宅に困っていること

②申込者と同居親族が、税金お

よびその他の料金を完納して

|いること(非課税世帯を除く)

③同居者は夫婦(女昏約者・内縁

関係含む)、親子を主体とした

親族であること

④申込者または同居親族が暴

力団員でないこと

構造・間取りなど

簡易耐火2「皆建、

8D K、汲取り

吉舎ほのぼの   吉 舎町吉舎

高齢者住宅 7号室  618番 地1

(平成13年度築)

21,000円～ 準耐火平屋建

29,300円 2D K、 水洗

政令月収額

268,000円以下の世帯

その他の要件など

C県 内に住所または勤務場所を
有する60歳以上の方

0自 立した生活ができる単身者、

もしくは配偶者(婚姻の届出をし

ないが、事実上婚姻関係と同様の

事情にある、その他婚姻の予定者
を含む)または60歳以上の親族と

同居する方

構造・間取りなど1 醤沿這蓄iど曇号蟹整)



インフォメーション

二次市立図書館

く
｀
るんぱ(5月 )

な (0824)62-2639 FAX(0824)63-2861

このほんだいすきぷ―さんの会 (5月 )

たんぱぽ ( 5月 )

■り

一　
一り

トトロのよみきかせ (5月 )

君田図書館 □挿AX(0824)53-7050

ばんびのお話し広場(5月 )

布野図書館 a(0824)54-21

絵本の会「禁色のたね」(5月 )

5月 26日 (■)13:30～ 1幼児・小学生

11 1F的く(0824)54-2429

5月 19日 (上)10:30～ 1幼児から

作木図書館 a(0824)55-21 1 5 FAXI(0824)55-7010

絵本の会「どんく
ヾ
り」(5月 )

吉舎図書館 8(0824)43-3444

吉舎古文書の会(5月 )

おはなし広場 (5月 )

5月 19日 (上)10:30～ 1幼児から

FAX(0824)43-7272

5月 19日 (上)10:00～  一 般(年会賀3,000円)

15月 22日 (火)10:30～ 幼児から

三良坂図書館 a匝 玉0824)44-2749

おはなし会 (5月 ) 5月23日 (水)10:30～  幼 児から

=不口図書館 a(0824)52-3739 FAX(0824)52-3740

おひざにだっこのおはなしたいむ(5月 )

絵本の広場 (5月 )

読書会(5月 )

15月 18日 (金)11:00～  乳 幼児から

5月 19日 (上)14:00～ 1幼児から

5月2 5日 (金) 1 0 : 0 0～ 十
~般

甲奴図書館 8(0847)67-3532 1FAX(0847)67-3538

「へびくんのおさんぽJのお話し会(5月 ) 5月 19日 (上)14:00～  幼 児から

5月 9日 (水)10i30～  幼 児から

5月 12日 (土)10:30～  幼 児か

5月 19日 (上)14:00～

5月2 6日 (上) 1 5 : 0 0～  幼 児から

●二次市立図書館のホームページを開設しました。行事予定のほか、市内8図 書館の蔵書検索や予約ができます。

http://toshO City rYliyoshi hiroshirlna=jp/

職業訓練 (時間は変更になる場合があります)

6,000円 (テキス ト代込)
5/7・5/9・ 5/11

8,000円 (  〃    )
6,000円(テキス ト代込)

5/14・ 5/16・ 5/18
81000F](   〃     )

5/7～ 6/1
パソコン教室

(20日間コース)
20 30,000円 (テキス ト代込)

9,000円 (テキスト代込)

11,000円 (  〃    )

9,000円 (テキス ト代込)

11,000円 (  〃    )

9:♀
は拓。 120

5,000円 (昼食賀込)

6,000円 (昼食費込)
17,000P可 (

1 11looo円 (秘車Jミ十代男」

5/14～ 6/7      月 ・木

5/15～ 6/8    1 火 ・金

欅響戦後稲円724・5/25

インターネットコース

Word実 務技有2コース

短期園芸コース    5/26・ 5/27・ 6/2

【参考】 委託訓練

緑化メンテナンス技能講習 5/21～6/13(8日 陪D 20億当矯泳縫鍮ゼル_

20074法裏雑と0



主な行事 5月

人口総数
・………60′416人

(-237人)

男……。28′61 5人
(-123人)

女……・31′8 0 1人
(-114人)

世帯総数
……・・24′007世帯

( + 9世帯)

DATA

降水 量     |
●●●●●●●●●●68 0mm l

平均気温    |
……・・…・・・66℃

最高気温    |
・・・・・・215°C“日)|

最低気温    |
・・・・・-38°C(19日)

《広島気象台 二次地方)
観測所資料による

月間有効求職者数
・……………・982人

月間有効求人数
●…"… …●1′493人

月間有効求人倍率
……………・152倍

求人募集・仕事の相談は
八日一ワークヘ 1

a (0824)62-8609
1FAX(0824)62-1859

a(0824)63-6335囲 (0824)63‐6337

8日 (火)無 料法律相談会
11日(金)チ ャリティー映画のタベ「旅の贈りもの ☆ 0:00発」
19日(土)緑 の風コンサート
26日 (上)・27日 (日)第 34回みよし市民祭「いけ花展」

a (0824)62-1994匝□(0824)64-0344

3日 (木・祝)・4日 (金・祝)も みじカップ
5日 (土・祝)・6日 (日)全 日本少年サッカー大会北部支部予選
5日 (土・祝)・12日 (上)・13(日)中 国実業団陸上大会
12日 (土)三 共立山アルミソフトボール大会
12日 (土)。19日 (日)ジ ュエアテニス練習会
13日 (日)広 島県北部サッカーリーグ
19日 (土)・26日 (上)」 FAプ リンスリーグ U-18中 国
19日 (土)広 島県中学校サッカー選手権 備北地区大会

広島県中学生ソフトテエス選手権大会 備北地区予選
20日 (日)市 内ソフトボール大会
25日 (金)厚 生年金受給者グランドゴルフ大会
26日 (上)・27日 (日)ろ うきんカップ少年サッカー大会
27日 (日)酒 屋工業国地自治会ソフトボール大会

8 (0824)66-3366□□(0824)66-3370
http://nliyOShi‐park.jp/

3日 (木̀祝)第 16回二次市親善卓球カーニパル
6日 (日)2007年 度(財)日本バレーボール協会公認C級審判

13日 (日)

員資格取得講習会及び有資格者伝達講習会
県北フットサルリーグ2007(一般参加可能)
サントリーカップ第27回全日本小学生バレーボー

ル大会北部地区予選会
広島県マスターズ春季水泳大会(兼)ねんりんピッ
ク広島県・広島市予選会
第18回フレンドパークゴルフ大会(一般参加可能)
RGと もえ会
第4回三次市中学校バレーボール選手権大会
備北POSTク ラブ月例会

20日 (日)県 北フットサルリーグ2007(一般参加可能)
25日 (金)二 次市パークゴルフ協会月例コンペ
26日 (上)広 島県中学校バスケットボール選手権大会備北地区予選会

第13回カルチャーセンター杯フットサル大会
(ナイトカップ)(一般参加可能)

27日 (日)全 日本9人制クラブカップ選手権大会県予選会

a(0824)66-2881□ (0824)66-3106

4月 20日 (金)～6月 10日 (日)
特別企画展「神々に捧げられた絵画一広島県の絵馬史―」

4月 1日 (日)～7月 8日 (日)
歴史民俗展示室展示「江の川のアユ漁」

12日 (上)文 化財講座「中国山地の製鉄史一砂鉄研究から一」
19日 (土)応 、どきの丘体験教室「絵馬をつくろう」
26日 (土)な 、どきの丘体験教室「土器をつくろう・八ニワをつくるう」

【広島県歌式野球連盟三次支部行事】

3日 (木・祝),4日 (金・祝)
第24回全日本少年軟式野球大会北部地区予選大会

12日 (土)・19日 (上)
第29回広島県スポーツ少年団軟式野球大会二次地区予選大会

13日 (日)・20日 (日)
第40回中国5県一部、二部軟式野球大会二次地区予選大会

26日 (日)・27日 (日)
第62回国民体育大会軟式野球競技一般A広島県選考大会

27日 (日)第 40回中国5県一部、二部軟式野球大会甲奴地区予選大会

三 ― ●A-4L― ― ― “  _ _  こ

《5月》

:管轡讐ン昌ⅢⅢ■|:暑鑓関:
】H  H t t B H  H  H  H 口日H B 日8 日8 日1 日H  H  H  H  H  H  H  B 8 B t t B t t H 日口H 口 日口B t t B t t B  H  H  H 日口日B H 日日H H H 七

1 5日(火)
1 9日(」L )

広報みよし3月号に誤リカSありました。

お託びして訂正いたします。(25ベージブ、日の動き)

(誤)2月 1日現在  (正 )3月 1日現在

8(0824)65-0010囲(0824)65-0012【第2水曜休館】

4月 3日 (火)～6月 10日 (日)

川喜田半泥子と人間国宝たち
一桃山ルネッサンス・陶芸の近代化一

●5月の開館時間延長日(22時まで延長)
2日 (水)。3日 (木・祝)美術館回ビーでのお月見とコンサ
ートをお楽しみください。

8□ (0824)44-3214【月曜休館】

4月 28日 (上)～5月 20日 (日)

第17回県北の画家たち展(前期)

◎『みよし夢通信』(15分)
毎日3回放送中(7:15/12:15/19:30)
※4月 から放送時間が変更になりました。

○金曜日の夜の放送開始時間(5回 )
18:15/19:15/20i15/21:15/23:15

0土 曜日の放送開始時間
朝/7:45 昼 /12:45
★金曜日の夜から土曜日の昼までの放送(7回)は、「きんさい
ワイド」(30分)の中での放送となります。
☆番組内容は毎週金曜日に更新します。
★4月の英会話コーナーは、作木中学校の生徒が出演しています。

市内美術館 企画展情報

0購 みよし帥20074



躍
講
み
よ
ル
の17年度に認定した「みよしの匠Jを

シリーズでご紹介していきます。

表
具
師
は
、
ふ
す
ま
張
り
や
表
装

（書
画
を
巻
物
や
掛
け
軸
に
仕
立
て

る
）
と
い
っ
た
仕
事
を
す
る
職
人
で

す
。三

次
町
の
重
岡
さ
ん
は
、
国
家
技

能
検
定
１
級
表
装
技
能
士
を
も
つ
表

具
師
。
父
親
の
勉
さ
ん
と
と
も
に
伝

統
の
技
を
守

っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
は
じ
め
は
今
の
職
に

就
く
気
は
全
く
無
く
、
大
学
で
は
食

品
工
学
を
学
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
就

職
活
動
で
表
装
の
工
場
な
ど
を
見
学

す
る
う
ち
に
興
味
を
抱
き
、
京
都
で

３
年
半
修
行
。
比
叡
山
延
暦
寺
根
本

中
堂
の
灯
ろ
う
や
、縮
景
園
（広
島
市
）

茶
室
の
腰
紙
の
張
り
替
え
作
業
に
も

参
加
さ
れ
た
経
験
を
お
も
ち
で
す
。

三
次
に
帰

っ
て
か
ら
は
、
家
業
を

しげ おか ひ ろ i み

◆表装重 岡広文 さん

継
が
れ
る
と
と
も
に
内
装
を
請
け

負
う
株
式
会
社
を
立
ち
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
仕
事
の
幅
や
人
脈
を
着
々

と
広
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「国
宝
や
美
術
品
を
手
が
け
る
よ

り
、
一
般
の
人
の
書
や
絵
を
残
す
仕

事
が
し
た
い
」
と
重
岡
さ
ん
。

世
界
に
１
枚
し
か
な
い
、
そ
の
家

だ
け
の
宝
が
、
失
わ
れ
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に
と
、
掛

け
軸
な
ど
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

「子
ど
も
た
ち
に
表
装
の
技
術
を

見
て
も
ら

っ
て
、
フ」
う
い
う
職
業
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
の
た
め
の
匠
で
は
な
い

か
、
と
思
う
ん
で
す
」
。

し

っ
か
り
し
た
日
調
に
、
信
念
と

自
信
を
垣
間
見
た
思
い
で
し
た
。

技の匠

O

/、
V

8(0824)62-3819

(重岡表具店)

▲修復で生まれ変わった

掛け軸の事例。

▲書画の裏に和紙を貼る作業。和紙の毛羽立ちが組み合うように貼ることで、

切れ目が分からなくなる。このあと、湿度と温度に注意して自然乾燥させる。
「急いではだめ」だそう。

編集後記

今年は、昨年の大雪に比べるとあまりにも対照的な暖かい冬でした。

日本の季節には、四季折々の…という言葉があるように、春夏秋冬
それぞれ季節の顔がありますが、「子どもたちの雪遊び」は冬の顔では

ないでしょうか。我が子も手袋と長靴を身に付けての雪遊びを心待ち
にしていたのですが、残念ながら数えるほどしかありませんでした。
4月の桜も冬の寒さがあって花開きます。私たちが当たり前と感じ
ていた季節に少しずつ変化が生じてきているように思えます。我が子
が感じる季節は、雪の降らない冬になってしまうのだろうか…。①

担 需冒茎不毛テFモ革背誕繁夢暑ら経鵬 電話
静 至頭各整畢菖墨写享ド

°
htpブ/― WiCky.miyoshi.hiroshima=jp/i/
※一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない

場合があります。あらかじめご了承ください。

発行/三 次市 編 集/市 長公室秘書広報担当〒728-8501三次市十日市中二丁目8香1号 a(0824)62-6103□(0824)62-6223
二 hisyo@cky.mivoshi hiroshima jp  二次市ホームページ http://WWW cにy miyoshi hiroshimattp/

この広報紙は環境にやさしいj己 モ塞塾 古紙配分率100%)の 再生紙と、大豆泊インキ     を 使用 しています。

20074広報みまし0

▲掛け軸の中回し(柱ともいう)
の部分を貼る作業。


